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電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身
事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いか
たを示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使
いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使
いかたをすると、火災や感電などにより人身事
故になることがあり危険です。事故を防ぐため
に次のことを必ずお守りください。

m

3～5 ページの注意事項をよくお読みください。
製品全般の注意事項が記載されています。8 
ページの「使用上のご注意」もあわせてお読み
ください。

設置時や1年に1度は、電源コードに傷みがない
か、コンセントと電源プラグの間にほこりがた
まっていないか、プラグがしっかり差し込まれ
ているか、などを点検してください。

動作がおかしくなったり、キャビネットや電源
コードなどが破損しているのに気づいたら、す
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に
修理をご依頼ください。

安全のための注意事項を守る

定期的に点検する

故障したら使わない

万一、異常が起きたら

,

1 電源を切る

2 電源プラグをコン

セントから抜く

3 お買い上げ店また

はソニーサービス
窓口に修理を依頼
する

変な音・においが
したら、
煙が出たら
安全のために
警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次の
ような表示をしています。表示の
内容をよく理解してから本文をお
読みください。

この表示の注意事項を守らない
と、火災・感電などにより死亡や
大けがなど人身事故の原因となり
ます。

この表示の注意事項を守らない
と、感電やその他の事故によりけ
がをしたり周辺の家財に損害を与
えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号



警告・注意

下記の注意事項を守らないと火災・
感電により死亡や大けがの原因と
なります。
電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となり
ます。

･ 製品と壁や棚との間にはさみ込んだりしない。
･ 電源コードを加工したり、傷つけたりしない。
･ 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
･ 熱器具に近づけない。加熱
しない。
･ 移動させるときは、電源プ
ラグを抜く。

･ 電源コードを抜くときは、
必ずプラグを持って抜く。

, 万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店また
はソニーサービス窓口に交換をご依頼ください。

付属の電源コードやACパワーアダ
プター以外は使用しない
火災や感電の原因になります。

湿気やほこりの多い場所や、油煙や
湯気のあたる場所には置かない
上記のような場所に置くと、
火災や感電の原因となるこ
とがあります。特に風呂場
や加湿器のそばなどでは絶
対に使用しないでください。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感
電の原因となります。
, 万一、水や異物が入っ

たときは、すぐに本体
の電源ボタンを切り、
電源プラグをコンセン
トから抜き、お買い上
げ店またはソニーサー
ビス窓口にご相談ください。

キャビネットを開けたり、分解や改
造をしない
火災や感電、けがの原因と
なることがあります。
, 内部の点検や修理はお
買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口にご
依頼ください。

雷が鳴りだしたら、本体や電源プラ
グに触れない
感電の原因となります。

本機は国内専用です
交流100Vの電源で
お使いください。海
外などで、異なる電
源電圧で使用すると、
火災・感電の原因と
なります。

また、コンセントの
定格を越えて使用しないでください。
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警告・注意
安全のために
下記の注意事項を守らないとけが
をしたり周辺の家財に損害を与え
たりすることがあります。
ぬれた手で電源プラグにさわらない
感電の原因となることがあ
ります。

風通しの悪い所に置いたり、通風孔
をふさいだりしない
布をかけたり、毛足の長い
じゅうたんや布団の上または
壁や家具に密接して置いて、
通風孔をふさぐなど、自然放
熱の妨げになるようなことはしないでください。過

熱して火災や感電の原因となることがあります。

大音量で長時間つづけて聞かない
耳を刺激するような大きな音
量で長時間つづけて聞くと、
聴力に悪い影響を与えること
があります。特にヘッドホン
で聞くときにご注意ください。
, 呼びかけられたら気がつくくらいの音量で聞き
ましょう。

安定した場所に置く
ぐらついた台の上や傾いたと

ころなどに置くと、製品が落
ちてけがの原因となることが
あります。また、置き場所、
取り付け場所の強度も充分に確認してください。

トレイの前に物を置かない
ディスクトレイが開く際に、物
が倒れて破損やけがの原因とな
ることがあります。本体の前に
物を置かないでください。

ひび割れ、変形したディスクや補修
したディスクを再生しない
本体内部でディスクが破損

し、けがの原因となることが
あります。

幼児の手の届かない場所に置く
ディスクの挿入口などに
手をはさまれ、けがの原
因となることがあります。
お子さまがさわらぬよう
にご注意ください。

コード類は正しく配置する
電源コードやAVケー
ブルは足にひっかけ
ると機器の落下や転

倒などにより、けが
の原因となることが
あります。充分に注意して接続、配置してください。

移動させるとき、長期間使わないと
きは、電源プラグを抜く
長期間使用しな
いときは安全の
ため電源プラグ
をコンセントか
ら抜いてくださ

い。絶縁劣化、
漏電などにより火災の原因となることがあります。

お手入れの際、電源プラグを抜く
電源プラグを差し込ん
だままお手入れをする
と、感電の原因となる
ことがあります。

アンテナの工事はお買い上げ店に依
頼する
アンテナが倒れた場
合、感電するおそれ
があるなどアンテナ
工事には技術と経験

が必要です。
, 必ずお買い上げ店にご依頼ください。



電池についての安全上の
ご注意
液漏れ・破裂・発熱による大けが
や失明を避けるため、下記の注意
事項を必ずお守りください。
電池は乳幼児の手の届かない所に
置く
電池は飲み込むと、窒息や胃

などへの障害の原因となるこ
とがあります。
, 万一、飲み込んだときは、
ただちに医師に相談して
ください。

電池を火の中に入れない、加熱・分
解・改造・充電しない、水でぬらさ
ない
破裂したり、液が漏れ
たりして、けがややけ
どの原因となることが
あります。

指定以外の電池を使わない、新しい
電池と使用した電池または種類の違
う電池を混ぜて使わない
電池の性能の違いによ
り、破裂したり、液が
漏れたりして、けがや
やけどの原因となるこ
とがあります。

, 電池の品番を確かめ、お使いください。

＋と－の向きを正しく入れる
＋と－を逆に入れる
と、ショートして電
池が発熱や破裂をし
たり、液が漏れたり
して、けがややけど
の原因となることが
あります。

, 機器の表示に合わせて、正しく入れてください。

使い切ったときや、長時間使用しな
いときは、電池を取り出す
電池を入れたままに
しておくと、過放電
により液が漏れ、け
がややけどの原因と
なることがあります。

アルカリ電池の液が漏れた
ときは

素手で液をさわらない
アルカリ電池の液
が目に入ったり、
身体や衣服につく
と、失明やけが、
皮膚の炎症の原因
となることがあり
ます。そのときに異常がなくても、液の化学変

化により、時間がたってから症状が現れること
があります。

必ず次の処理をする
, 液が目に入ったと
きは、目をこすら
ず、すぐに水道水
などのきれいな水
で充分洗い、ただ
ちに医師の治療を受けてください。

, 液が身体や衣服についたときは、すぐにきれ
いな水で充分洗い流してください。皮膚の炎

症やけがの症状があるときは、医師に相談し
てください。
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使用上のご注意

設置場所について
次のような場所には置かないでください。
･ 異常に高温な場所。
･ 熱器具の近く。
･ 極端に寒い所。
･ チューナーやテレビといっしょに使用する
とき、近くに置くと、雑音が入ったり、映
像が乱れたりすることがあります。その場
合は離して使用してください。特に室内ア
ンテナのときに起こりやすいので屋外アン
テナの使用をおすすめします。
また、本機の上に花瓶など水の入った容器
を置いたり、水のかかる場所で使用しない
でください。本機に水がかかると故障の原
因となります。

キャビネットを傷めないために
･ 重いものを載せない。
･ ぶつけないように。
･ 殺虫剤など揮発性のものをかけない。
･ ゴムやビニール製品などを長時間接触させ
ない。

設置場所を変えるときは
ディスクを入れたまま、本機を動かさないで
ください。
ディスクを入れたまま動かすと、ディスクを
傷めることがあります。

音量を調整するときは
ディスクはレコードと比べ、非常に雑音が少な
くなっています。レコードをかけるときのよう
に音声の入っていない部分の雑音を聞きながら
音量を調整すると、思わぬ大きな音が出て、ス
ピーカーを破損するおそれがあります。
演奏を始める前には、音量を必ず小さくして
おきましょう。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみになる
ときは、隣近所に迷惑がかからな
いような音量でお聞きください。
特に、夜は小さめな音でも周囲に
はよく通るものです。
窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるな
どお互いに心を配り、快い生活環境を守りま
しょう。このマークは音のエチケットのシン
ボルマークです。

結露（露つき）について
部屋の暖房を入れた直後など、本機内部のド
ラムやレンズに水滴がつくことがあります。
これを結露（露つき）といいます。このとき
は、正常に動作しないばかりでなく、テープ
やディスク、本機の部品を傷めることがあり
ます。本機を使わないときは、テープやディ
スクを取り出しておいてください。
結露が生じたときは、テープやディスクを取
り出し、電源を入れたまま約30分放置し、再
び電源を入れ直してからお使いください。も
し何時間たっても正常に動作しないときは、
ソニーサービス窓口にご相談ください。

結露が起きやすいのは下記のような
場合です
･ 本機を設置した直後
･ 暖房した直後
･ エアコンの冷風が直接本機にあたっているとき
･ 寒いところから暖かいところに移動したとき
･ 湯気が立ちこめるなど、湿気の多いとき
･ 梅雨の時期

結露が起きそうなときは
本機が部屋の温度になじむまで、電源を入れ
たまま2時間以上放置してください。

本体のお手入れのしかた
キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗剤
を少し含ませた柔らかい布で拭いてくださ
い。シンナーやベンジン、アルコールなどは
表面を傷めますので使わないでください。

クリーニングディスクについて
市販のレンズ用のクリーニングディスクは、
本機では使わないでください。故障するおそ
れがあります。

本機は、コンセントの近くでお使いくださ
い。本機をご使用中、不具合が生じた時は
すぐにコンセントからプラグを抜き、電源
を遮断してください。

残像現象（画像の焼きつき）のご
注意
ディスクのメニューや本機のメニュー画面
などの静止画をテレビ画面に表示したまま
長時間放置しないでください。画面に残像
現象（画像の焼きつき）を起こす場合があ
ります。特にプロジェクションテレビでは
残像現象（画像の焼きつき）が起こりやす
いのでご注意ください。
使用上のご注意



ヘッドのお手入れ
－きれいな画像にするために
次のような症状が出たら、ヘッドが汚れてい
ます。すぐに別売りの乾式クリーニングカ
セット（T-25CLD、T-25CLDRなど）で、
ヘッドを連続1分間クリーニングしてくださ
い。クリーニングカセットは、お買い上げ店
やお近くのソニーショップでお求めください。
･ 画像がザラついたり、不鮮明になる。

ヘッドを良い状態で維持するには
･ レンタルテープをお使いになったときは、
ヘッドを10秒間クリーニングしてください。
･ 約20時間使ったら、ヘッドを10秒間ク
リーニングしてください。

ちょっと一言

･ 画像が出るクリーニングカセットをお使い
になると、10数秒で終了のメッセージが
出ることがあります。連続1分間クリーニ
ングするには、停止せずに、そのままク
リーニングを続けてください。

ご注意

･ クリーニングしても正常な画像に戻らない
ときは、繰り返しヘッドをクリーニングし
ます。ただし、3回以上繰り返さないでく
ださい。それでも正常にならないときは、
テープの録画状態がよくないか、ヘッドの
摩耗が考えられます。別のテープを再生し
ても、正常な画像が出ないときは、ヘッド
交換が必要なため、お買い上げ店またはお
近くのソニーサービス窓口にご相談くださ
い。
･ ソニー製湿式クリーニングカセット（T-
25CLW）以外の湿式のクリーニングカ
セットは使わないでください。故障の原因
になることがあります。
･ ソニー製湿式クリーニングカセット（T-
25CLW）は、定期的なクリーニングでの
ご使用をおすすめします。お使いになると
きは、クリーニングカセットの取扱説明書
をご覧ください。

ビデオテ－プについて
･ 落としたり、強い振動、ショックを与えな
いでください。
･ ムラなく巻き取り、ケ－スに入れて立てて
保管してください。
･ ご使用後のテ－プは、所定のケ－スに入
れ、高温多湿、磁気、直射日光、熱器具の
近く、チリ、ホコリの多い場所およびカビ
の発生しやすい場所をさけて保管してくだ
さい。
･ 磁気を持ったものを近づけないでください。
大切な記録が損なわれることがあります。
･ 冷えた場所から暖かい場所に移すと、テ－
プに水滴がつくことがあります。カビが生
えたり、ビデオヘッドを傷める原因になり
ますので、乾燥するまで使用しないでくだ
さい。

汚れはじめ
たとき

汚れがひどい
とき
9使用上のご注意
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この取扱説明書の使
いかた

･ この取扱説明書では、リモコンのボタンを
使った操作説明を主体にしています。
･ リモコンと同じなまえの本体ボタンも同じ
ように使えます。
･ この取扱説明書では、次の記号を使ってい
ます。

* MPEG 1 Audio Layer 3：MPEGによって規定さ
れた音声のデジタル圧縮規格のひとつ。

再生できるディスク
について

“DVD VIDEO”のロゴは商標です。

地域番号（リージョンコード）につ
いて
著作権保護を目的に設けられた制度です。

DVDビデオのパッケージには販売地域によっ

て、地域番号が表示されています。

地域番号に「ALL」または「2」が含まれて

いるときは、本機で再生可能です。

機種をご確認ください

本書は２つの機種：SLV-D505Pおよ
びSLV-D303Pを説明しています。本
体表面に記載しているお買い上げの機
種を確認してください。
本書では、SLV-D505Pのイラストで
説明しています。機種での違いは、文
章内に「SLV-D505Pのみ」と記載し
てあります。

記号 意味
DVDビデオ/DVD-R/DVD-

RW（ビデオモード）/

DVD+R/DVD+RWで使える

機能

ビデオCD/Super VCD/ビデ

オCDフォーマットのCD-R/

CD-RWで使える機能

CD-ROM/CD-R/CD-RWの

MP3*音声またはJPEG画像

で使える機能

音楽用CD/音楽用CDフォー

マットのCD-R/CD-RWで使

える機能

VHS方式で使える機能

ディスクの種類

DVDビデオ

ビデオ CD

音楽用CD

CD-R/CD-RW
( 音楽データ）

CD-R/CD-RW
（MP3ファイル、
JPEGファイル）
この取扱説明書の使いかた



再生できないディスクについて
本機では次のディスクなどを再生することは

できません。

･ CD-ROM（フォトCDを含む）/CD-R/CD-
RW
ただし、以下のフォーマットで記録した
ディスクは再生できます。
–音楽用フォーマット
–ビデオCDフォーマット

– ISO9660*レベル1/レベル2/Joliet準拠の
MP3またはJPEGファイル
･ CD-EXTRAのデータ部分
･ DVD-RW（VRモード）
･ DVD-ROM
･ DVDオーディオ
･ スーパーオーディオCDのHD（ハイデンシ
ティ）レイヤー

* 国際標準化機構（ISO）が制定したCD-ROMの論
理フォーマット。

次のようなディスクも再生できません。

･ 本機では再生できない地域番号（リージョ
ンコード）のDVD
･ NTSC以外のカラーテレビ方式（PAL、
SECAM）対応のディスク
（本機がNTSCカラーテレビ方式対応のため）
･ 円形以外の特殊な形状（カード型、ハート
型など）をしたディスク
･ 紙やシールの貼られたディスク
･ セロハンテープやレンタルディスクのラベ
ルなどの糊がはみ出したり、はがした痕の
あるディスク

ご注意

･ CD-R/CD-RW/DVD-R/DVD-RW（ビデオ
モード）/DVD+R/DVD+RW再生時のご注意

CD-R/CD-RW/DVD-R/DVD-RW（ビデオ

モード）/DVD+R/DVD+RWドライブで記

録されたディスクには、傷や汚れ、また記

録状態が原因で再生できないものがありま

す。全ての記録終了時に終了情報を記録す

るファイナライズ作業をしていないディス

クは再生できません。詳しくは、レコー

ダーの取扱説明書をお読みください。

パケットライト方式で作成されたディスク

は再生できません。

･ CD再生時のご注意

本製品は、コンパクトディスク（CD）規

格に準拠した音楽ディスクの再生を前提と

して、設計されています。最近、いくつか

のレコード会社より著作権保護を目的とし

た技術が搭載された音楽ディスクが販売さ

れていますが、これらの中にはCD規格に

準拠していないものもあり、本製品で再生

できない場合があります。

DVD、ビデオCD再生操作について
DVD、ビデオCDはソフト制作者の意図によ

り再生状態が決められていることがありま

す。本機ではソフト制作者が意図したディス

ク内容にしたがって再生を行うため、操作し

たとおりに機能が働かない場合があります。

再生するディスクに付属の説明書も必ずご覧

ください。

著作権について
本製品は、著作権保護技術を採用しており、

マクロビジョン社およびその他の著作権利者

が保有する米国特許およびその他の知的財産

権によって保護されています。この著作権保

護技術の使用は、マクロビジョン社の許可が

必要で、また、マクロビジョン社の特別な許

可がない限り家庭用およびその他の一部の観

賞用の使用に制限されています。分解した

り、改造することも禁じられています。
11再生できるディスクについて
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ディスクの取り扱い
上のご注意

･ 再生面に手を触れないように持ちます。

･ 直射日光が当たるところなど温度の高い所、
湿度の高い所には置かないでください。
･ ケースに入れて保存してください。
･ 指紋やほこりによるディスクの汚れは、映
像の乱れや音質低下の原因になります。い
つもきれいにしておきましょう。
･ 柔らかい布でディスクの中心から外の方向
へ軽く拭きます。汚れがひどいときは、水
で少し湿らせた柔らかい布で拭いた後、さ
らに乾いた布で水気を拭き取ってください。

･ ベンジンやレコードクリーナー、静電気防
止剤などは、ディスクを傷めることがあり
ますので、使わないでください。

使えるテープと再生・
録画方式について

本機はVHS方式です。VHSテープも、

S-VHSテープも使えますが、S-VHS方式で

録画することはできません。

再生について
録画済みテープの記録方式（S-VHS/VHS）
と録画モード（標準/3倍）を自動判別して再
生します。S-VHS方式で録画したテープも再
生できますが、S-VHS本来の解像度は得られ
ません（簡易再生）。

ご注意

･ 日本と違うカラーテレビ方式の外国製ビデ
オソフトは再生できません。
･ S-VHS方式で録画したテープをスローなど特
殊再生すると画像が乱れることがあります。

録画について
VHSテープもS-VHSテープもVHS方式で録
画されます。

大切な録画の場合は
必ず事前にためし録りをし、正常に録画・録

音されていることを確認してください。

録画内容の補償はできません
本機やテープなどを使用中、万一これらの不

具合により録画・録音されなかった場合の録

画内容の補償については、ご容赦ください。

著作権について
あなたが本機で録画・録音したものは、個人

として楽しむなどのほかは、著作権法上、権

利者に無断では使用できません。
ディスクの取り扱い上のご注意



録画防止機能について
別売りのチューナーで番組をご視聴の場合、

番組に録画防止機能（コピーガード）がつい

ている場合があります。この場合、番組に

よっては録画できないものがありますので、

ご注意ください。

ちょっと一言

･ 録画内容を消したくないときは、ツメを
折って取ります。再び録画するときは、
セロハンテープなどでふさいでください。

ご注意

･ 本機の3倍モードで録画したテープは、標
準モード専用のVHSビデオデッキでは再生
できません。
･ 3倍モード付きのVHSビデオデッキでも、
他機では再生時にノイズが出ることがあり
ます。

ドライバーなど

ツメ
13使えるテープと再生・録画方式について
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接続と準備
手順1: 付属品を確かめる

箱を開けたら、付属品がそろっていることを確認してください。

リモコン（1個）と単3形（R6）乾電池（2個）

F型コネクター付き同軸ケーブル（1本）

映像・音声コード（1本）

取扱説明書（１部）

ソニーご相談窓口のご案内（１部）

保証書（１部）
付属品を確かめる



接
続
と
準
備

づく
手順2: アンテナとテレビをつなぐ

テレビやお手持ちのビデオデッキにつながっているアンテナ線をはずして本機につな
ぎ直します。
テレビに映像・音声入力端子があるときと、ないときで本機とテレビのつなぎかたが
異なります。

テレビに映像・音声入力端子があるとき

テレビに映像・音声入力端子がないとき

ご注意

･ 画像の乱れを防ぐために
–本機の上にテレビを直接置かないでください。
–アンテナ線はなるべく短くし、本機から離してください。特にフィーダー線は同
軸ケーブルにくらべて雑音電波などの影響を受けやすいため、本機から離してく
ださい。

電源コードは必ず手順3（25ページ）でつないでください。

1 アンテナ線をつなぐ（16ページ）
2 映像・音声コードをつなぐ（22ページ）

1 アンテナ線をつなぐ（16ページ）
2 アンテナ切り換えを合わせる（23ページ）

次のページにつ
15アンテナとテレビをつなぐ
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アンテナ線をつなぐ

テレビやお手持ちのビデオデッキにアンテナ線がつながっている場合は、は
ずして本機につなぎ直します。アンテナ線の形に合わせて、次のA～Fの
つなぎかたを選んでください。

該当する接続がないときは、お客様ご相談センターにお問い合わせください。

ちょっと一言

･ 次のときは、本機とアンテナの間に別売りのアンテナブースターをつないでください。
–電波が弱く画面にチラつき、斜めじまが入るとき
–2台以上のビデオデッキにアンテナをつなぐとき

A プラグ付き同軸ケーブルのとき
マンションなどの共同受信システムなどで、壁のアンテナ端子がVHF/
UHF/BS混合のときはF（21ページ）をご覧ください。

RF IN（FROM 
ANT.）端子へ

RF OUT（TO 
TV）端子へ

本機後面

同軸ケーブル（付属）
アンテナ端子へ

テレビ

プラグ付き
同軸ケーブル
アンテナとテレビをつなぐ



接
続
と
準
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づく
B フィーダー線＋プラグ付き同軸ケーブルのとき
フィーダー線をつなぐには20ページをご覧ください。

C プラグなし同軸ケーブルのとき
同軸ケーブルの先を加工するには20ページをご覧ください。

アンテナ混合器
（別売りEAC-68など）

テレビ

アンテナ端子へ

VHF/UHF分波器
（別売りEAC-44Aなど）

本機後面

同軸ケーブル
（付属）

RF OUT（TO 
TV）端子へ

RF IN（FROM 
ANT.）端子へ

プラグ付き
同軸ケーブル

フィーダー線

本機後面 テレビ

RF OUT（TO 
TV）端子へ

アンテナコネクター
（別売りEAC-29Aなど）

アンテナ端子へ

先を加工する

同軸ケーブル
（付属）

RF IN（FROM 
ANT.）端子へ

プラグなし
同軸ケーブル

次のページにつ
17アンテナとテレビをつなぐ



18
D フィーダー線＋プラグなし同軸ケーブルのとき
フィーダー線をつなぐ、または同軸ケーブルの先を加工するには20ページ
をご覧ください。

ご注意

･ 本機のRF OUT（TO TV）端子とテレビのアンテナ端子をアンテナコネクターでつ
ながないでください。

テレビアンテナ
端子へ

先を加工する

同軸ケーブル
（付属）

本機後面

RF OUT（TO 
TV）端子へ

RF IN（FROM 
ANT.）端子へ

アンテナ混合器
（別売りEAC-68など）

アンテナコネクター
（別売りEAC-29Aなど）

VHF/UHF分波器
（別売りEAC-44Aなど）

プラグなし
同軸ケーブル

フィーダー線
アンテナとテレビをつなぐ
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E フィーダー線＋フィーダー線のとき
フィーダー線をつなぐ、または同軸ケーブルの先を加工するには20ページ
をご覧ください。

テレビ

アンテナ混合器
（別売りEAC-68など）

RF IN（FROM ANT.）端子へ

アンテナコネ
クター
（別売り
EAC-35B
など）

本機後面

VHF/UHF分波器
（別売りEAC-44A
など）

先を加工する

同軸ケーブル
（付属）

RF OUT（TO 
TV）端子へ

アンテナコネクター
（別売りEAC-35B
など）

アンテナ
端子へ

フィーダー線

VHFの
フィーダー線

UHFのフィーダー線

次のページにつ
19アンテナとテレビをつなぐ
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フィーダー線をつなぐ

同軸ケーブルの先を加工する

1 ネジをゆるめる

2 芯線を巻き付ける

3 ネジをしめる

1 プラグが付いているときは、切り取る

2 外側の黒いビニールだけにすじを入れて切り取る

3 アミ線を折り返す

4 芯線にキズをつけないように、内側の白いビニールにすじを入れて切り
取る

または

黒いビニール

約17mm

アミ線

約5mm

約12mm

白いビニール
アンテナとテレビをつなぐ
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F 壁のアンテナ端子がVHF/UHF/BS混合のとき
（マンションなどの共同受信システムなど）

推奨ケーブル
･ 室内用：EAC-D310/320/330/350など
･ 室外用：SAK-C20など

BSチューナー
内臓テレビ

BS-IF入力端子へ

サテライト（BS）用
同軸ケーブル
（室内用：別売り）

サテライト（BS）/
UV混合分波器
（別売りEAC-BD67
など）＊ BS側

VHF/UHF側

同軸ケーブル
（別売り） RF IN（FROM 

ANT.）端子へ

本機後面

RF OUT（TO 
TV）端子へ 同軸ケーブル

（付属） 

テレビ後面のアンテナ端
子へ（端子の形状に合わ
せて、A～Eから選んで

つないでください）

* サテライト（BS）/UV混合分波器の代わりにテレビ
アンテナ用のコネクターや分波器、分配器を使わない
でください。きれいに受信できません。

サテライト（BS）用
同軸ケーブル
（室内用：別売り）

次のページにつ
21アンテナとテレビをつなぐ
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映像・音声コードをつなぐ（テレビに映像・音声入力端子があるとき）

本機のRF OUT（TO TV）端子とテレビの入力端子を付属の映像・音声コー
ドでつなぎます。アンテナ線だけの接続より、きれいな画像とステレオ音声
が楽しめます。

ちょっと一言

･ テレビの音声入力端子が1個しかない場合は、別売りの映像・音声コードVMC-
910MSなどでつないでください。

アンテナ線
（同軸ケーブル）

壁のアンテナ端子へ

本機後面

映像・音声コード（付属）

テレビ

l：映像・音声信号の流れ
アンテナとテレビをつなぐ
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アンテナ切り換えを合わせる（テレビに映像・音声入力端子がないとき）

本機とテレビをアンテナ線（同軸ケーブル）だけでつなぎます。全ての接続
が終ったあとに電源コンセントを挿し、本機の電源を入れてから「各種設
定」メニューでアンテナ出力切り換えを放送のないチャンネル（1CHまた
は2CH）に合わせます。本機のアンテナ出力チャンネルの初期設定は2CH
になっています。

ご注意

･ UHF放送だけの地域でも、テレビのVHF端子と本機のRF OUT（TO TV）端子をつ
ないでください（16ページ）。つながないと、ビデオまたはDVDを見ることができ
ません。
･ 音声は常にモノラルになります。

アンテナ線
（同軸ケーブル）

テレビ
壁のアンテナ端子へ

本機後面

次のページにつ
23アンテナとテレビをつなぐ
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BSチューナー内蔵テレビなどにつなぐ

本機はBSチューナーを内蔵していませんが、BSチューナー内蔵テレビやBS
チューナーのBS出力端子とつなぐと、本機でもBS放送の録画ができます。

ちょっと一言

･ BS放送の録画中にテレビの電源を切ることができません。詳しくはテレビの取扱
説明書をご覧ください。

BSチューナー内蔵テレビ

映像・音声コード（別売り）

本機後面

l：映像・音声信号の流れ
アンテナとテレビをつなぐ
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手順3: 電源コードをつなぐ

電源コードは必ず、すべての接続が終わってからつないでください。

本機後面

壁のコンセントへ
25電源コードをつなぐ
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手順4: リモコンの準備・基本操作

リモコンに乾電池を入れる
乾電池を入れ、リモコンが使えることを確認します。

ご注意

･ リモコン操作できる距離が短くなったら、2個とも新しい乾電池に交換してください。
･ 新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違う乾電池を混ぜて使わないでください。
･ 付属品の乾電池は充電しないでください。
･ 長い間リモコンを使わないときは、乾電池を取り出してください。
･ 液漏れしたときは、電池入れについた液をよく拭き取ってから新しい乾電池を入れ
てください。
･ リモコンを使うときは、リモコン受光部に直射日光や照明器具などの強い光が当た
らないようにご注意ください。リモコンで操作できないことがあります。

1 裏面のフタを開ける

2 単3形（R6）乾電池を2個入れる

必ずイラストのように#極側から
電池を入れてください。

3と#の向きを正しく
リモコンの準備・基本操作
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リモコンを使う

リモコンを使って各社のテレビを操作できるよう設定する
リモコン信号をお手持ちのテレビに合わせると本機のリモコンでテレビの音量や電源
などを操作できます。　

リモコンを使うときは、リモコンを本体
のリモコン受光部に向けて操作します。

本機のリモコンを使って各社のテレビを
操作することもできます（27ページ）。
その場合もリモコンをテレビのリモコン
受光部に向けて操作します。

ちょっと一言

･ SLV-D505P付属のリモコンはルミナス
（蓄光）リモコンです。暗い場所でもルミ
ナスボタンが明るく浮かび上がります。

1 リモコンのTV / DVD・
VIDEOスイッチを「TV」に切
り換える

2 リモコンの電源スイッチを押し
ながら、数字ボタンを使ってテ
レビメーカーのコード番号
（28ページ）を入力する

本機のリモコンで、お手持ちの
テレビを操作できるようになり
ます。

この設定を行うことでリモコン
上にオレンジ色の目印がついて
いるボタン（電源スイッチ、
チャンネル+/–ボタン、音量ボタ
ン、消音ボタン＊、入力切換ボ
タン）が操作可能となります。
＊ソニー製消音機能付きテレビのみ。

リモコン受光部

TV / 
DVD・
VIDEO
スイッチ

リモコン受光部

数字
ボタン

電源
スイッチ

次のページにつ
27リモコンの準備・基本操作
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テレビメーカーコード番号

お手持ちのテレビメーカーのコード番号が2つある場合は、1つずつテレビ
を操作できるかどうかお試しください。

ご注意

･ テレビによってはメーカー番号を合わせても操作できないことや、一部のボタンが
使えないことがあります。
･ メーカー番号を入力すると、それまでのメーカー番号は消えます。
･ リモコンの電池を取り換えたときは、メーカー番号が自動的にお買い上げ時の設定
に戻ります。その場合は、メーカー番号をもう一度入力し直してください。

リモコンを使って本機・テレビの操作モードを切り換える

テレビメーカー コード テレビメーカー コード テレビメーカー コード

ソニー
( マーク付き）

01 三洋電機 07 松下電器 13

松下電器 02 シャープ 08 フナイ
（PRECIOUS）

14

東芝 03 NEC 09 三洋電機 15

日立製作所 04 パイオニア 10 シャープ 16

三菱電機 05 富士通ゼネラル 11 アイワ 01、17

日本ビクター 06 ソニー
( マーク無し）

12 三星
（SAMSUNG）

18

操作したい機器が反応するようにリモコ
ンの操作モードを切り換えます。 TV / DVD・VIDEO

スイッチ

セレクト VIDEOボタン

セレクトDVDボタン
リモコンの準備・基本操作
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ご注意

･ TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換えている場合でも、テレビ操作に関
係しないボタンを押すと、本機が動作します。その場合は、停止xボタンを押して

本機を止めてください。

リモコンを使って本機の映像またはテレビを見る     

操作したい
機器

リモコンの操作モード切り換え／表示窓の表示

本機 TV / DVD・VIDEOスイッチを「DVD･VIDEO」に切り換
える。次にセレクトDVDボタンまたはセレクトVIDEOボ
タンを押し、操作したいデッキを選択する。
セレクトDVDボタンを押すと、表示窓にDVD表示が点灯
し、DVDプレーヤーが操作できます。

セレクトVIDEOボタンを押すと、表示窓にVCR（ビデオ）
表示が点灯し、ビデオデッキの操作ができます。

テレビ TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える。
テレビが操作できます。

本機の映像またはテレビを見るためには
リモコンを使って本機またはテレビの入
力または出力を切り換えます。

DVD表示

VCR(ビデオ）表示

TV / DVD・
VIDEOスイッチ

セレクト VIDEOボタン

チャンネル+/–ボタン

テレビ/ビデオボタン

入力切換ボタン

セレクトDVDボタン

次のページにつ
29リモコンの準備・基本操作
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本機の映像を見るには

本機とテレビを映像・音声コードで接続しているとき（22ページ）

本機とテレビをアンテナ線のみで接続しているとき（23ページ）

テレビを見るには

1 TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える
2 入力切換ボタンを押してつないだテレビの端子（「ビデオ１」、「ビデオ
２」など）を選ぶ

例えば、本機をテレビの「ビデオ入力１」端子に接続しているときは
「ビデオ１」とテレビ画面に表示されるようにテレビの入力を切り換え
てください。

3 TV / DVD・VIDEOスイッチを「DVD・VIDEO」に切り換える
4 セレクトDVDボタンまたはセレクトVIDEOボタンを押し、再生したい
ディスクまたはビデオの操作を行う

1 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「VIDEO」を表示させる
2 TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える
3 テレビのチャンネルで、アンテナ出力切り換えで合わせたチャンネル
（１CHまたは２CH）を選ぶ

4 TV / DVD・VIDEOスイッチを「DVD・VIDEO」に切り換える
5 セレクトDVDボタンまたはセレクトVIDEOボタンを押し、再生したい
ディスクまたはビデオの操作を行う

1 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「TV」を表示させる
2 TV / DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える
3 チャンネル+/–ボタンでテレビのチャンネルを選ぶ
0 リモコンの準備・基本操作
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手順5: かんたん設定をする（Gコード®・
チャンネル・時計合わせ）

Gコード＊設定（SLV-D505Pのみ）および自動チャンネル合わせ、時計合わせをまと
めてできます。

SLV-D505Pでかんたん設定をするには

SLV-D303Pでかんたん設定をするには

「 Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせをする」（32ページ）
にしたがって「かんたん設定」を行ってください。
自動チャンネル合わせおよび時計合わせをまとめてできます。

* Gコードはジェムスター社の登録商標です。
Gコードシステムは、ジェムスター社のライセンスに基づいて生産してい
ます。

ご注意

･ 本機とテレビをS映像コードまたはD端子ケーブルを使ってつないでいる場合、「か
んたん設定」をすることができません。「映像・音声コードをつなぐ（テレビに映
像・音声入力端子があるとき）」（22ページ）の接続に換えてから「かんたん設定」
を行ってください。
･ ビデオ再生中に「かんたん設定」を行うことはできません。

1 地域番号を選ぶ
地域番号とは、同じ放送局でも地域によってチャンネルが違うため、そ
の地域でGコード予約できるチャンネルを設定するための番号です。G
コードで予約するには、お住まいの地域の地域番号を入れて、Gコード
の設定をする必要があります。「 地域番号を選ぶ（SLV-D505Pのみ）」
（34ページ）にしたがって、地域番号を選んでください。

2 Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせをする
「 Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせをする」（32ペー
ジ）にしたがって「かんたん設定」を行ってください。

次のページにつ
31かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせをする

予約する（77ページ）には、本機の時計
を正しく合わせておく必要があります。
年、月、日、時、分が間違っていると、
希望の日時に予約録画されません。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ SLV-D505Pでかんたん設定をするには、
あらかじめ「地域番号を選ぶ（SLV-
D505Pのみ）」（34ページ）にしたがって
地域番号を選んでください。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。 
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （かんたん設定）を
選び、決定ボタンを押す

「かんたん設定」メニューが表示さ
れます。

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

数字ボタン

リターンO

ボタン
かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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3 V/vで「一般放送」または「CATV」
を選び、決定ボタンを押す

SLV-D505Pの場合
「一般放送」を選んだときは、地域
番号入力画面が表示されます。
数字ボタンで「Gコード地域番号・
放送局表」（35～41ページ）から選
んだ地域番号を入力して、決定ボタ
ンを押す

「自動チャンネル合わせ」が行われ
ます。
「CATV」を選んだときは、「自動
チャンネル合わせ」が行われます。

SLV-D303Pの場合
いずれを選んでも「自動チャンネル
合わせ」が行なわれます。

「自動チャンネル合わせ」が終わると
「時刻合わせ」の画面に移ります。

4 B/bで項目を選び、V/vで合わせる

年、月、日、時、分を順に合わせて
いきます。

5 時報と同時に決定ボタンを押す

リターンOボタンを押すとメニューが消えます。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタンを押
して、メニューを消すこともできます。

チャンネル合わせと時計合わせが終わりました。

次のページにつ
33かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）



3

ちょっと一言

･ チャンネル合わせや時計合わせは「メインメニュー」のそれぞれのメニューでも設
定できます。
･ ほとんどのチャンネルが受信できないときは、本機のRF IN（FROM ANT.）端子
と壁のアンテナ端子をアンテナ線でつないでください（16ページ）。接続後に、も
う一度手順1からやり直します。
･ 一部のチャンネルが受信できないときは、「受信できる放送局を追加する」（51ペー
ジ）にしたがって、受信できなかった放送局のチャンネルを追加してください。
･ ビデオのチャンネルの番号が、テレビのチャンネルと違うときは、「チャンネルの
番号をテレビに合わせる」（47ページ）にしたがって、テレビのチャンネルに合わ
せてください。
･ 不要なチャンネルが映るときは、「不要なチャンネルをとばす」（53ページ）にし
たがって削除してください。
･ チャンネル+/–ボタンを押しても本機の表示窓に「L1」（LINE IN 1（入力１）端子
に接続した場合）または「L２」(入力２端子に接続した場合）しか表示されないと
きは、本機のRF IN（FROM ANT.）端子と壁のアンテナ端子をアンテナ線でつな
いでください（16ページ）。接続後に、もう一度手順1からやり直します。
･ CATVを受信している場合は、かんたん設定を行ってもガイドチャンネルが設定さ
れません。Gコード予約できる放送局があるときは、ガイドチャンネルを追加して
ください。(SLV-D505Pのみ）

地域番号を選ぶ（SLV-D505Pのみ）
お住まいの地域の地域番号を「Gコード地域番号・放送局表」(35～41ページ）から
選んでください。そのあと、「Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせを
する」（32ページ）にしたがって、選んだ地域番号を入れてください。

選ぶ地域番号を迷ったときは

お住まいの地域の放送局をより多く含んでいる地域番号を選びます。お住まいの地域
の放送局は、新聞のテレビ欄などで確認できます。
次のようなときは、「Gコード設定・自動チャンネル合わせ・時計合わせをする」（32
ページ）で地域番号を入れたあとに、手動で変更することができます。
･ 表の中の放送局以外に映る放送局がある。「ガイドチャンネルを追加する（SLV-
D505Pのみ）」（49ページ）
･ 表の中の表示チャンネルがテレビのチャンネルと違う。「チャンネルの番号をテレ
ビに合わせる」（47ページ）
･ ケーブルテレビやマンションの共同受信システムなどをご利用の場合で、表の中の
表示チャンネルが違う。「チャンネルの番号をテレビに合わせる」（47ページ）
4 かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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Gコード地域番号・放送局表

お住まいの地域の地域番号と、その地域
番号でGコード予約できる放送局を一覧
表にしています。

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

北海道 札幌 01 80→03（NHK総合）
90→12（NHK教育）
01→01（北海道放送）
05→05（札幌テレビ）
35→35（北海道テレビ）
27→27（北海道文化放送）
17→17（テレビ北海道）

旭川 48 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→11（北海道放送）
05→07（札幌テレビ）
35→39（北海道テレビ）
27→37（北海道文化放送）
17→33（テレビ北海道）

北見 49 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→53（北海道放送）
05→07（札幌テレビ）
35→61（北海道テレビ）
27→59（北海道文化放送）

帯広 50 80→04（NHK総合）
90→12（NHK教育）
01→06（北海道放送）
05→10（札幌テレビ）
35→34（北海道テレビ）
27→32（北海道文化放送）

現在お住まいの地域

　札幌 01

地域番号
「Gコード設定・自動チャンネル合わせ・
時計合わせをする」の手順4（33ページ）
で入れる番号

例：ビデオを3チャンネルにすると、
NHK総合（識別番号80）が映る

80 t  03 （NHK総合）

表の中の文字の見かた

表示チャンネル
画面に映るチャンネル
（一般的に「チャンネ
ル」と呼ばれているの
はこの表示チャンネル
です）

ガイドチャンネル
Gコードのため
の放送局の識別
番号

放送局

北海道 釧路 51 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→11（北海道放送）
05→07（札幌テレビ）
35→39（北海道テレビ）
27→41（北海道文化放送）

函館 52 80→04（NHK総合）
90→10（NHK教育）
01→06（北海道放送）
05→12（札幌テレビ）
35→35（北海道テレビ）
27→27（北海道文化放送）
17→21（テレビ北海道）

室蘭 66 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→11（北海道放送）
05→07（札幌テレビ）
35→39（北海道テレビ）
27→37（北海道文化放送）
17→29（テレビ北海道）

青森 青森 02 80→03（NHK総合）
90→05（NHK教育）
01→01（青森放送）
38→38（青森テレビ）
34→34（青森朝日放送）
27→27（北海道文化放送）
35→35（北海道テレビ）
05→12（札幌テレビ）

八戸 53 80→09（NHK総合）
90→07（NHK教育）
01→11（青森放送）
38→33（青森テレビ）
34→31（青森朝日放送）
33→29（岩手めんこいテレビ）
06→02（岩手放送）
35→37（テレビ岩手）

岩手 盛岡 03 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
06→06（岩手放送）
35→35（テレビ岩手）
33→33（岩手めんこいテレビ）
01→01（東北放送）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）
20→31（岩手朝日テレビ）

宮城 仙台 04 80→03（NHK総合）
90→05（NHK教育）
01→01（東北放送）
12→12（仙台放送）
34→34（宮城テレビ）
32→32（東日本放送）
06→06（岩手放送）

秋田 秋田 05 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（秋田放送）
37→37（秋田テレビ）
31→31（秋田朝日放送）
34→34（青森朝日放送）

大館 54 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
11→06（秋田放送）
37→57（秋田テレビ）
31→59（秋田朝日放送）
38→38（青森テレビ）
01→01（東北放送）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

次のページにつ
35かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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山形 山形 06 80→08（NHK総合）
90→04（NHK教育）
10→10（山形放送）
38→38（山形テレビ）
36→36（テレビユー山形）
30→30（さくらんぼテレビ）

鶴岡 55 80→03（NHK総合）
90→06（NHK教育）
10→01（山形放送）
38→39（山形テレビ）
36→22（テレビユー山形）
30→24（さくらんぼテレビ）

福島 福島 07 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（福島テレビ）
33→33（福島中央テレビ）
35→35（福島放送）
31→31（テレビユー福島）
01→01（東北放送）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）

会津若松 56 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→06（福島テレビ）
33→37（福島中央テレビ）
35→41（福島放送）
31→47（テレビユー福島）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）

いわき 57 80→04（NHK総合）
90→10（NHK教育）
11→08（福島テレビ）
33→58（福島中央テレビ）
35→60（福島放送）
31→62（テレビユー福島）
34→34（宮城テレビ）
12→12（仙台放送）
32→32（東日本放送）
01→01（東北放送）

茨城 水戸 08 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→42（日本テレビ）
06→40（TBSテレビ）
08→38（フジテレビ）
10→36（テレビ朝日）
12→32（テレビ東京）
16→16（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

日立 67 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（日本テレビ）
06→56（TBSテレビ）
08→58（フジテレビ）
10→60（テレビ朝日）
12→62（テレビ東京）
38→38（テレビ埼玉）
46→46（千葉テレビ）
16→16（放送大学）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

栃木 宇都宮 09 80→29（NHK総合）
90→27（NHK教育）
04→25（日本テレビ）
06→23（TBSテレビ）
08→21（フジテレビ）
10→19（テレビ朝日）
12→17（テレビ東京）
48→48（群馬テレビ）
16→16（放送大学）
38→38（テレビ埼玉）
23→31（とちぎテレビ）

矢板 68 80→51（NHK総合）
90→49（NHK教育）
04→53（日本テレビ）
06→55（TBSテレビ）
08→57（フジテレビ）
10→59（テレビ朝日）
12→61（テレビ東京）
48→48（群馬テレビ）
38→38（テレビ埼玉）
16→16（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

群馬 前橋 10 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（日本テレビ）
06→56（TBSテレビ）
08→58（フジテレビ）
10→60（テレビ朝日）
12→62（テレビ東京）
48→48（群馬テレビ）
38→38（テレビ埼玉）
16→40（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

埼玉 さいたま 11 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBSテレビ）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
38→38（テレビ埼玉）
46→46（千葉テレビ）
48→48（群馬テレビ）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）
23→31（とちぎテレビ）

児玉 69 80→33（NHK総合）
90→35（NHK教育）
04→25（日本テレビ）
06→23（TBSテレビ）
08→21（フジテレビ）
10→19（テレビ朝日）
12→17（テレビ東京）
38→28（テレビ埼玉）
46→46（千葉テレビ）
48→48（群馬テレビ）
16→16（放送大学）

千葉 千葉 12 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBSテレビ）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
46→46（千葉テレビ）
42→42（TVKテレビ）
38→38（テレビ埼玉）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）
6 かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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東京 東京 13 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBSテレビ）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
46→46（千葉テレビ）
42→42（TVKテレビ）
38→38（テレビ埼玉）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）

八王子 70 80→51（NHK総合）
90→49（NHK教育）
04→53（日本テレビ）
06→55（TBSテレビ）
08→57（フジテレビ）
10→59（テレビ朝日）
12→61（テレビ東京）
46→46（千葉テレビ）
42→42（TVKテレビ）
38→38（テレビ埼玉）
14→47（MXテレビ）
16→16（放送大学）

多摩 71 80→30（NHK総合）
90→32（NHK教育）
04→26（日本テレビ）
06→24（TBSテレビ）
08→22（フジテレビ）
10→20（テレビ朝日）
12→18（テレビ東京）
46→46（千葉テレビ）
42→42（TVKテレビ）
38→38（テレビ埼玉）
14→28（MXテレビ）
16→16（放送大学）

神奈川 横浜 14 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→04（日本テレビ）
06→06（TBSテレビ）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
42→42（TVKテレビ）
46→46（千葉テレビ）
38→38（テレビ埼玉）
14→14（MXテレビ）
16→16（放送大学）

平塚 72 80→33（NHK総合）
90→29（NHK教育）
04→35（日本テレビ）
06→37（TBSテレビ）
08→39（フジテレビ）
10→41（テレビ朝日）
12→43（テレビ東京）
42→31（TVKテレビ）
16→16（放送大学）

小田原 73 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（日本テレビ）
06→56（TBSテレビ）
08→58（フジテレビ）
10→60（テレビ朝日）
12→62（テレビ東京）
42→46（TVKテレビ）
16→16（放送大学）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

新潟 新潟 15 80→08（NHK総合）
90→12（NHK教育）
05→05（新潟放送）
35→35（新潟総合テレビ）
29→29（テレビ新潟）
21→21（新潟テレビ21）

山梨 甲府 19 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
05→05（山梨放送）
37→37（テレビ山梨）
04→04（日本テレビ）
08→08（フジテレビ）
10→10（テレビ朝日）
12→12（テレビ東京）
06→06（TBSテレビ）
11→11（信越放送）
31→31（静岡第一テレビ）
35→35（テレビ静岡）
33→33（静岡朝日テレビ）

長野 長野 20 80→02（NHK総合）
90→09（NHK教育）
11→11（信越放送）
38→38（長野放送）
30→30（テレビ信州）
20→20（長野朝日放送）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

飯田 58 80→04（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→06（信越放送）
38→40（長野放送）
30→42（テレビ信州）
20→44（長野朝日放送）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

松本 74 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
30→48（テレビ信州）
11→40（信越放送）
38→42（長野放送）
20→50（長野朝日放送）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

善光寺平 75 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
30→40（テレビ信州）
11→48（信越放送）
38→42（長野放送）
20→50（長野朝日放送）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
35→35（中京テレビ）

富山 富山 16 80→03（NHK総合）
90→10（NHK教育）
01→01（北日本放送）
34→34（富山テレビ）
32→32（チューリップテレビ）
25→25（北陸朝日放送）
06→06（北陸放送）
37→37（石川テレビ）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

次のページにつ
37かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）



3

石川 金沢 17 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
06→06（北陸放送）
37→37（石川テレビ）
33→33（テレビ金沢）
25→25（北陸朝日放送）
01→01（北日本放送）
34→34（富山テレビ）
32→32（チューリップテレビ）
11→11（福井放送）
39→39（福井テレビ）

福井 福井 18 80→09（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→11（福井放送）
39→39（福井テレビ）
06→06（北陸放送）
37→37（石川テレビ）
33→33（テレビ金沢）
25→25（北陸朝日放送）
34→34（京都テレビ）

岐阜 岐阜 21 80→39（NHK総合）
90→09（NHK教育）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
11→11（名古屋テレビ放送）
35→35（中京テレビ）
37→37（岐阜放送）
25→25（テレビ愛知）
33→33（三重テレビ）

長良 76 80→53（NHK総合）
90→49（NHK教育）
05→55（中部日本放送）
01→57（東海テレビ）
11→59（名古屋テレビ放送）
35→47（中京テレビ）
37→61（岐阜放送）
25→25（テレビ愛知）
33→33（三重テレビ）

静岡 静岡 22 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（静岡放送）
35→35（テレビ静岡）
33→33（静岡朝日テレビ）
31→31（静岡第一テレビ）

浜松 59 80→04（NHK総合）
90→08（NHK教育）
11→06（静岡放送）
35→34（テレビ静岡）
33→28（静岡朝日テレビ）
31→30（静岡第一テレビ）
25→25（テレビ愛知）
01→01（東海テレビ）
05→05（中部日本放送）

富士宮 77 80→52（NHK総合）
90→54（NHK教育）
11→41（静岡放送）
35→39（テレビ静岡）
33→29（静岡朝日テレビ）
31→27（静岡第一テレビ）

三島 78 80→53（NHK総合）
90→51（NHK教育）
11→55（静岡放送）
35→59（テレビ静岡）
33→57（静岡朝日テレビ）
31→61（静岡第一テレビ）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

静岡 島田 79 80→01（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→05（静岡放送）
35→58（テレビ静岡）
33→50（静岡朝日テレビ）
31→48（静岡第一テレビ）

愛知 名古屋 23 80→03（NHK総合）
90→09（NHK教育）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
11→11（名古屋テレビ放送）
35→35（中京テレビ）
25→25（テレビ愛知）
33→33（三重テレビ）
37→37（岐阜放送）

豊橋 80 80→54（NHK総合）
90→50（NHK教育）
05→62（中部日本放送）
01→56（東海テレビ）
11→60（名古屋テレビ放送）
35→58（中京テレビ）
25→52（テレビ愛知）

豊田 81 80→53（NHK総合）
90→51（NHK教育）
05→55（中部日本放送）
01→57（東海テレビ）
11→61（名古屋テレビ放送）
35→59（中京テレビ）
25→49（テレビ愛知）

三重 津 24 80→31（NHK総合）
90→09（NHK教育）
05→05（中部日本放送）
01→01（東海テレビ）
11→11（名古屋テレビ放送）
35→35（中京テレビ）
33→33（三重テレビ）
25→25（テレビ愛知）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）

伊勢 82 80→53（NHK総合）
90→49（NHK教育）
05→55（中部日本放送）
01→57（東海テレビ）
11→61（名古屋テレビ放送）
35→47（中京テレビ）
33→59（三重テレビ）
25→25（テレビ愛知）
30→30（テレビ和歌山）

滋賀 大津 25 80→28（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→36（毎日テレビ）
06→38（ABCテレビ）
08→40（関西テレビ）
10→42（読売テレビ）
30→30（びわ湖放送）
34→34（京都テレビ）

彦根 83 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（毎日テレビ）
06→58（ABCテレビ）
08→60（関西テレビ）
10→62（読売テレビ）
30→56（びわ湖放送）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）
8 かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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京都 京都 26 80→32（NHK総合）
90→12（NHK教育）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
34→34（京都テレビ）
19→19（テレビ大阪）
36→36（サンテレビ）
55→26（奈良テレビ）

山科 84 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（毎日テレビ）
06→56（ABCテレビ）
08→58（関西テレビ）
10→60（読売テレビ）
19→19（テレビ大阪）
34→62（京都テレビ）

大阪 大阪 27 80→02（NHK総合）
90→12（NHK教育）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
19→19（テレビ大阪）
34→34（京都テレビ）
36→36（サンテレビ）
30→30（びわ湖放送）

兵庫 神戸 28 80→28（NHK総合）
90→26（NHK教育）
04→18（毎日テレビ）
06→20（ABCテレビ）
08→22（関西テレビ）
10→24（読売テレビ）
36→36（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

姫路 85 80→50（NHK総合）
90→52（NHK教育）
04→54（毎日テレビ）
06→58（ABCテレビ）
08→60（関西テレビ）
10→62（読売テレビ）
36→56（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

北淡垂水 86 80→51（NHK総合）
90→49（NHK教育）
04→53（毎日テレビ）
06→57（ABCテレビ）
08→59（関西テレビ）
10→61（読売テレビ）
36→55（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

三木 87 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→34（毎日テレビ）
06→38（ABCテレビ）
08→40（関西テレビ）
10→42（読売テレビ）
19→19（テレビ大阪）
36→55（サンテレビ）

長田 88 80→44（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→38（毎日テレビ）
06→40（ABCテレビ）
08→42（関西テレビ）
10→48（読売テレビ）
36→34（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

兵庫 神戸灘 89 80→52（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→54（毎日テレビ）
06→56（ABCテレビ）
08→58（関西テレビ）
10→60（読売テレビ）
36→62（サンテレビ）
19→19（テレビ大阪）

奈良 奈良 29 80→51（NHK総合）
90→48（NHK教育）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
55→55（奈良テレビ）
36→36（サンテレビ）
34→34（京都テレビ）
19→19（テレビ大阪）

生駒
奈良北

90 80→24（NHK総合）
90→22（NHK教育）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
55→26（奈良テレビ）
19→19（テレビ大阪）

和歌山 和歌山 30 80→32（NHK総合）
90→26（NHK教育）
04→42（毎日テレビ）
06→44（ABCテレビ）
08→46（関西テレビ）
10→48（読売テレビ）
30→30（テレビ和歌山）
36→36（サンテレビ）

海南 91 80→50（NHK総合）
90→52（NHK教育）
04→54（毎日テレビ）
06→58（ABCテレビ）
08→60（関西テレビ）
10→62（読売テレビ）
30→56（テレビ和歌山）

鳥取 鳥取 31 80→03（NHK総合）
90→04（NHK教育）
01→01（日本海テレビ）
10→22（山陰放送）
34→24（山陰中央テレビ）

島根 松江 32 80→06（NHK総合）
90→12（NHK教育）
10→10（山陰放送）
34→34（山陰中央テレビ）
01→30（日本海テレビ）

浜田 61 80→02（NHK総合）
90→09（NHK教育）
10→05（山陰放送）
34→58（山陰中央テレビ）
01→54（日本海テレビ）

岡山 岡山 33 80→05（NHK総合）
90→03（NHK教育）
11→11（山陽放送）
35→35（岡山放送）
23→23（テレビせとうち）
09→09（西日本放送）
33→25（瀬戸内海放送）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

次のページにつ
39かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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広島 広島 34 80→03（NHK総合）
90→07（NHK教育）
04→04（中国放送）
12→12（広島テレビ）
35→35（広島ホームテレビ）
31→31（テレビ新広島）
10→10（南海放送）
29→29（あいテレビ）
37→37（愛媛放送）

福山 60 80→05（NHK総合）
90→03（NHK教育）
04→07（中国放送）
12→11（広島テレビ）
35→57（広島ホームテレビ）
31→54（テレビ新広島）
09→09（西日本放送）
10→10（南海放送）
29→29（あいテレビ）
37→37（愛媛放送）

山口 山口 35 80→09（NHK総合）
90→01（NHK教育）
11→11（山口放送）
38→38（テレビ山口）
28→28（山口朝日放送）
09→10（テレビ西日本）
19→23（テレビQ）
04→08（RKB毎日放送）
37→35（福岡放送）
01→02（九州朝日放送）

下関 92 80→39（NHK総合）
90→41（NHK教育）
11→04（山口放送）
38→33（テレビ山口）
28→21（山口朝日放送）
09→10（テレビ西日本）
19→23（テレビQ）
04→08（RKB毎日放送）
37→35（福岡放送）
01→02（九州朝日放送）

徳島 徳島 36 80→03（NHK総合）
90→38（NHK教育）
01→01（四国テレビ）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）
36→36（サンテレビ）
30→55（テレビ和歌山）
19→19（テレビ大阪）

香川 高松 37 80→37（NHK総合）
90→39（NHK教育）
33→33（瀬戸内海放送）
09→41（西日本放送）
11→29（山陽放送）
35→31（岡山放送）
23→19（テレビせとうち）
04→04（毎日テレビ）
06→06（ABCテレビ）
08→08（関西テレビ）
10→10（読売テレビ）

西讃岐 93 80→44（NHK総合）
90→40（NHK教育）
33→42（瀬戸内海放送）
09→20（西日本放送）
11→18（山陽放送）
35→22（岡山放送）
23→16（テレビせとうち）
12→12（広島テレビ）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

愛媛 松山 38 80→06（NHK総合）
90→02（NHK教育）
10→10（南海放送）
37→37（愛媛放送）
29→29（あいテレビ）
35→35（広島ホームテレビ）
25→25（愛媛朝日テレビ）
31→31（テレビ新広島）
04→04（中国放送）
12→12（広島テレビ）

新居浜 62 80→02（NHK総合）
90→04（NHK教育）
10→06（南海放送）
37→36（愛媛放送）
29→27（あいテレビ）
35→35（広島ホームテレビ）
25→14（愛媛朝日テレビ）
31→31（テレビ新広島）
12→12（広島テレビ）

高知 高知 39 80→04（NHK総合）
90→06（NHK教育）
08→08（高知放送）
38→38（テレビ高知）
01→01（四国テレビ）
09→41（西日本放送）
40→40（高知さんさんテレビ）

福岡 福岡 40 80→03（NHK総合）
90→06（NHK教育）
04→04（RKB毎日放送）
01→01（九州朝日放送）
09→09（テレビ西日本）
37→37（福岡放送）
19→19（テレビQ）
36→36（サガテレビ）

北九州 63 80→06（NHK総合）
90→12（NHK教育）
04→08（RKB毎日放送）
01→02（九州朝日放送）
09→10（テレビ西日本）
37→35（福岡放送）
19→23（テレビQ）
28→21（山口朝日放送）
11→04（山口放送）
38→33（テレビ山口）

久留米 94 80→46（NHK総合）
90→54（NHK教育）
04→48（RKB毎日放送）
01→57（九州朝日放送）
09→60（テレビ西日本）
37→52（福岡放送）
19→14（テレビQ）
36→36（サガテレビ）

大牟田 95 80→53（NHK総合）
90→50（NHK教育）
04→61（RKB毎日放送）
01→58（九州朝日放送）
09→55（テレビ西日本）
37→43（福岡放送）
19→19（テレビQ）
11→11（熊本放送）
22→22（熊本県民テレビ）
16→16（熊本朝日放送）
34→34（テレビ熊本）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）
かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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福岡 行橋 96 80→49（NHK総合）
90→46（NHK教育）
04→60（RKB毎日放送）
01→57（九州朝日放送）
09→54（テレビ西日本）
37→43（福岡放送）
19→19（テレビQ）
36→37（テレビ大分）
05→51（大分放送）

佐賀 佐賀 41 80→38（NHK総合）
90→40（NHK教育）
36→36（サガテレビ）
11→11（熊本放送）
09→60（テレビ西日本）
37→52（福岡放送）
19→14（テレビQ）
04→48（RKB毎日放送）
01→57（九州朝日放送）

長崎 長崎 42 80→03（NHK総合）
90→01（NHK教育）
05→05（長崎放送）
37→37（テレビ長崎）
27→27（長崎文化放送）
25→25（長崎国際テレビ）
19→19（テレビQ）
34→34（テレビ熊本）
22→22（熊本県民テレビ）
16→16（熊本朝日放送）
11→11（熊本放送）

佐世保 97 80→08（NHK総合）
90→02（NHK教育）
05→10（長崎放送）
37→35（テレビ長崎）
27→31（長崎文化放送）
25→17（長崎国際テレビ）
36→41（サガテレビ）

諌早 98 80→47（NHK総合）
90→45（NHK教育）
05→49（長崎放送）
37→42（テレビ長崎）
27→24（長崎文化放送）
25→20（長崎国際テレビ）
22→22（熊本県民テレビ）
16→16（熊本朝日放送）
34→34（テレビ熊本）
11→11（熊本放送）

熊本 熊本 43 80→09（NHK総合）
90→02（NHK教育）
11→11（熊本放送）
34→34（テレビ熊本）
22→22（熊本県民テレビ）
16→16（熊本朝日放送）
19→19（テレビQ）
01→01（九州朝日放送）
04→04（RKB毎日放送）
05→05（長崎放送）
37→37（福岡放送）
36→36（サガテレビ）

大分 大分 44 80→03（NHK総合）
90→12（NHK教育）
05→05（大分放送）
36→36（テレビ大分）
24→24（大分朝日放送）
19→19（テレビQ）
10→06（宮崎放送）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

宮崎 宮崎 45 80→08（NHK総合）
90→12（NHK教育）
10→10（宮崎放送）
35→35（テレビ宮崎）
32→48（鹿児島放送）
30→42（鹿児島読売テレビ）
38→52（鹿児島テレビ）
01→62（南日本放送）

延岡 64 80→04（NHK総合）
90→02（NHK教育）
10→06（宮崎放送）
35→39（テレビ宮崎）

鹿児島 鹿児島 46 80→03（NHK総合）
90→05（NHK教育）
01→01（南日本放送）
38→38（鹿児島テレビ）
32→32（鹿児島放送）
30→30（鹿児島読売テレビ）
22→40（熊本県民テレビ）
16→36（熊本朝日放送）
34→42（テレビ熊本）

阿久根 65 80→08（NHK総合）
90→12（NHK教育）
01→10（南日本放送）
38→35（鹿児島テレビ）
32→23（鹿児島放送）
30→17（鹿児島読売テレビ）
22→36（熊本県民テレビ）
16→32（熊本朝日放送）
11→06（熊本放送）
34→38（テレビ熊本）

鹿屋 99 80→04（NHK総合）
90→02（NHK教育）
01→06（南日本放送）
38→33（鹿児島テレビ）
32→31（鹿児島放送）
30→25（鹿児島読売テレビ）
10→10（宮崎放送）
35→39（テレビ宮崎）

沖縄 那覇 47 80→02（NHK総合）
90→12（NHK教育）
10→10（琉球放送）
08→08（沖縄テレビ）
28→28（琉球朝日放送）

都道
府県

地域名
地域
番号

Gコードで予約できる放送局の
ガイドチャンネル（放送局名は
略称を使用しています）

次のページにつ
41かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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BS放送およびCATVのガイドチャンネル表

BS放送やCATVをGコード予約できます。（SLV-D505Pのみ）
･ 本機の入力端子にBSチューナー内蔵テレビやCATVチューナーなどをつ
ないだ場合
「本機の入力端子につないだ機器をGコードで予約するには」（51ページ）
にしたがって、ガイドチャンネルと表示チャンネルを設定してください。
･ ケーブルテレビやマンションの共同受信システムなどで、BS放送を本機
でご覧になる場合
BS放送およびCATVをGコード予約できます。「ガイドチャンネルを追加
する（SLV-D505Pのみ）」（49ページ）にしたがって、ガイドチャンネル
を設定してください。

ガイドチャンネル

以下の表にしたがって入れます。

表示チャンネル

チャンネル合わせで設定したチャンネル（画面に映るチャンネル）の番号を
入れます。

ご注意

･ デジタルCS放送（スカイパーフェクTV!など）やBSデジタル放送はGコード予約で
きません。

放送の種類 Gコードで予約できる放送局のガイドチャンネル

BS

74（NHK衛星第1）
75（ハイビジョン）
76（NHK衛星第2）
73（WOWOW）

ケーブルネット
ワーク

40（NNN24）
49（CSN1ムービーチャンネル）
50（チャンネルNECO）
51（ゴルフネットワーク)
かんたん設定をする（Gコード®・チャンネル・時計合わせ）
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時計を合わせる

予約するには、本機の時計を正しく合わ
せておく必要があります。年、月、日、
時、分が間違っていると、希望の日時に
予約録画されません。

かんたん設定（31ページ）をしたとき
は、次の操作は必要ありません。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
･ 本機とテレビをS映像コードまたはD端子
ケーブルを使ってつないでいる場合、時計
を合わせることができません。「映像・音
声コードをつなぐ（テレビに映像・音声入
力端子があるとき）」（22ページ）の接続
に換えてから、時計を合わせてください。

1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （時刻合わせ）を選
び、決定ボタンを押す

「時刻合わせ」メニューが表示され
ます。

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
43時計を合わせる
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ご注意

･ 設定した時刻を表示窓に表示させるには、本機の電源を切ってください。本機の電
源を入れている場合は、ビデオ操作モードではカセットが入っていないとき、
DVD操作モードではディスクが停止状態のとき、時刻が表示されます。
（DVD操作モードでディスクが入っていないときは「－－－－－」と表示されます。）

時計を自動補正する（ジャストクロック）

3 B/bで項目を選び、V/vで合わ
せる

年、月、日、時、分を順に合わせて
いきます。

4 時報と同時に決定ボタンを押す

時計合わせが終わりました。

リターンOボタンを押すとメニューが消えます。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン
を押して、メニューを消すこともできます。

NHK教育テレビの正午の時報を読みと
り、本機の時計を補正します（ただし、
正午に時報が送信されない場合は、自動
補正されません）。時計が2分以上ずれ
ていると自動補正できませんので、あら
かじめ時計を合わせておいてください。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

リターンO

ボタン
時計を合わせる
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1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （各種設定）を選

び、決定ボタンを押す

「各種設定」メニューが表示されま
す。

3 V/vで「ジャストクロック」を選
び、B/bで「する」を選ぶ

4 V/vで「ＮＨＫ教育テレビ」を選び、
B/bでお住まいの地域のNHK教育
テレビのチャンネルを選ぶ

5 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

次のページにつ
45時計を合わせる
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メニューで選ぶ項目を間違えたときは

リターンOボタンを繰り返し押します。メニュー画面が消えます。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタンを押し
て、メニューを消すこともできます。
そのあと、手順１からやり直してください。

ご注意

･ 正午に時報を読みとるとき、本機の電源が入っている場合は自動補正できません。
･ 録画中にジャストクロックの設定はできません。
･ NHK教育テレビのチャンネルを、不要なチャンネルとしてとばす（53ページ）と、
時計の自動補正ができなくなります。このときは、NHK教育テレビを受信できるよ
うに追加して（51ページ）から、ジャストクロックの設定をやり直してください。
時計を合わせる
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チャンネルを合わせる
かんたん設定（31ページ）をすると、お住まいの地域で受信できるチャンネルがご
覧になれます。ただし、受信チャンネルや表示チャンネルの設定がこれまでと違う場
合があります。本機では、お使いになりやすいようにチャンネルの設定を変えること
ができます。

これまでと同じチャンネルで同じ放送局を見られるようにするには
t「チャンネルの番号をテレビに合わせる」（47ページ）

これまで受信していた放送局を見られるようにするには
t「受信できる放送局を追加する」（51ページ）

不要なチャンネルを選ばないようにするには
t「不要なチャンネルをとばす」（53ページ）

ガイドチャンネルが設定されていない放送局にガイドチャンネルを設定するには
t「ガイドチャンネルを追加する（SLV-D505Pのみ）」（49ページ）

チャンネルの番号をテレビに
合わせる
かんたん設定（31ページ）をしたときに
は、これまでご覧になっていたチャンネル
と違うチャンネルになる場合があります。
例：テレビではNHK教育テレビが3
チャンネルなのに、ビデオでは50
チャンネルになった

このようなときは、手動でテレビと同じ
チャンネルに変えることができます。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ ビデオの再生中はメインメニューを表示す
ることはできますが、チャンネル設定を操
作することができません。ビデオの再生を
停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
･ 本機とテレビをS映像コードまたはD端子
ケーブルを使ってつないでいる場合、チャ
ンネルを合わせることができません。「映
像・音声コードをつなぐ（テレビに映像・
音声入力端子があるとき）」（22ページ）
の接続に換えてから、チャンネルを合わせ
てください。

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
47チャンネルを合わせる
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1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （チャンネル設定）
を選び、決定ボタンを押す

「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

3 チャンネル+/–ボタンで合わせたい
表示チャンネルを選ぶ

例：50チャンネルを3チャンネル
に変えたいときは、「表示チャ
ンネル3」を選ぶ

4 V/vで「受信する放送」を選び、
B/bで「一般放送」または
「CATV」を選ぶ

「CATV」を選んだときは、受信
チャンネルの番号の前に、CATVの
チャンネルを示す「C」がつきます
（例：C13）。

5 V/vで「受信チャンネル」を選び、
B/bで受信チャンネルの番号を変える

例：50チャンネルを3チャンネルに
変えたいときは、受信チャン
ネルを「50」にする

6 他のチャンネルの番号を合わせるときは、手順3～5を繰り返す

表示チャンネル
チャンネルを合わせる



接
続
と
準
備

づく
ガイドチャンネルを追加する（SLV-D505Pのみ）

7 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

かんたん設定（31ページ）で設定した
地域番号に含まれる放送局の他に、ご覧
になれる放送局があるときは、Gコード
予約できるように追加します。追加する
放送局のガイドチャンネルは「Gコード
地域番号・放送局表」（35～41ページ）
でご確認ください。

CATVを受信している場合は、かんたん
設定を行ってもガイドチャンネルが設定
されません。Gコード予約できる放送局
があるときは、ガイドチャンネルを追加
してください。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ ビデオの再生中はメインメニューを表示す
ることはできますが、チャンネル設定を操
作することができません。ビデオの再生を
停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
49チャンネルを合わせる
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ご注意

･ 同じ番号のガイドチャンネルは設定できません。設定しようとしている番号が他の
チャンネルで使われているときは、他のチャンネルで使われている番号または現在
設定しようとしている番号を変更してください。

CATVのチャンネルで映るVHF/UHF放送をGコードで予約するには

2 V/vで （チャンネル設定）を選
び、決定ボタンを押す

「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

3 チャンネル+/–ボタンでガイドチャン
ネルを追加する放送局の表示チャンネ
ルを選ぶ

4 V/vで「ガイドチャンネル」を選
び、B/bでガイドチャンネルの番号
を変える

5 他のガイドチャンネルを追加するときは、手順3～5を繰り返す

6 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

1 手順3でVHF/UHF放送が映るチャンネルを選ぶ
2 V/vで「ガイドチャンネル」を選び、B/bでGコード予約したい放送局
のガイドチャンネルを「BS放送およびCATVのガイドチャンネル表」
（42ページ）から選ぶ

表示チャンネル
チャンネルを合わせる
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本機の入力端子につないだ機器をGコードで予約するには

受信できる放送局を追加する

1 手順3で「入力 1」または「入力 2」を選ぶ
本機のLINE IN 1（入力１）端子に機器をつないでいるときは「入力１」
を、入力２端子につないでいるときは「入力２」を選びます。
「入力 1」または「入力 2」を入れた放送局は、本機の入力端子につない
だ機器から録画されます。

2 V/vで「ガイドチャンネル」を選び、B/bでGコード予約したい放送局
のガイドチャンネルを「BS放送およびCATVのガイドチャンネル表」
（42ページ）から選んで入れる

3 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで、「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタンを押
して、メニューを消すこともできます。

かんたん設定（31ページ）で受信でき
なかった放送局のチャンネルを、手動で
追加することができます。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ ビデオの再生中はメインメニューを表示す
ることはできますが、チャンネル設定を操
作することができません。ビデオの再生を
停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
51チャンネルを合わせる
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1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/vで （チャンネル設定）を選
び、決定ボタンを押す

「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

3 チャンネル+/–ボタンで受信できな
かった放送局の表示チャンネルを
選ぶ

4 V/vで「受信する放送」を選び、
B/bで「一般放送」または
「CATV」を選ぶ

「CATV」を選んだときは、受信
チャンネルの番号の前に、CATVの
チャンネルを示す「C」がつきます
（例：C13）。

5 V/vで「受信チャンネル」を選び、
B/bで受信チャンネルの番号を変
える

表示チャンネル
チャンネルを合わせる



接
続
と
準
備

づく
不要なチャンネルをとばす

6 V/vで「チャンネルとばし」を選
び、B/bで「しない」を選ぶ

7 他の放送局を追加するときは、手順3～6を繰り返す

8 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

放送のないチャンネルを選ばないように
します。チャンネル+/–ボタンでチャン
ネルを選ぶときに、映るチャンネルだけ
を選ぶことができます。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ ビデオの再生中はメインメニューを表示す
ることはできますが、チャンネル設定を操
作することができません。ビデオの再生を
停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
53チャンネルを合わせる
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1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/vで （チャンネル設定）を選
び、決定ボタンを押す

「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

3 チャンネル+/–ボタンでとばしたい
表示チャンネルを選ぶ

4 V/vで「チャンネルとばし」を選
び、B/bで「する」を選ぶ

5 他のチャンネルをとばすときは、手順3と4を繰り返す

6 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

表示チャンネル
チャンネルを合わせる
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受信状態を調整する

本機ではテレビ放送の受信状態を自動的
に調整するので、きれいな画像をお楽し
みいただけます。映りの悪いチャンネル
があるときは、手動で調整してください。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。
･ 本機とテレビをS映像コードまたはD端子
ケーブルを使ってつないでいる場合、受信
状態を調整することができません。「映像・
音声コードをつなぐ（テレビに映像・音声
入力端子があるとき）」（22ページ）の接
続に換えてから、受信状態を調整してくだ
さい。

1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （チャンネル設定）
を選び、決定ボタンを押す

「チャンネル設定」メニューが表示
されます。

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

チャンネル+/–
ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
55受信状態を調整する
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受信状態を自動調整に戻すには
手順4で「自動」を選びます。

3 チャンネル+/–ボタンで映りの悪い
表示チャンネルを選ぶ

4 V/vで「微調整」を選び、B/bで
「手動」を選ぶ

5 V/vで「手動微調整」を選ぶ

調整バーが出ます。

6 B/bで調整する

画面を見ながらきれいに映るように調節します。

7 終わったらリターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

表示チャンネル
受信状態を調整する
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別売りのチューナーをつなぐ

ケーブルテレビ（CATV）をつなぐ
CATVチューナーをつなぐと、CATVを受信することができます。CATVの受信には、
CATV局との受信契約が必要です。なお、CATVを受信できない地域もあります。詳
しくは、お近くのCATV局にお問い合わせください。
CATVチューナーの取扱説明書もあわせてご覧ください。

本機とCATVチューナーの接続のしかたがわからないときは、お客様ご相談センター
にお問い合わせください。

CATVを受信するには

1 CATVチューナーで、受信したいチャンネルを選ぶ
2 入力切換ボタンまたはチャンネル+/–ボタンを押して、本機の表示窓に
「L1」または「L2」を表示させる

CATVチューナーをLINE IN 1（入力１）端子につないでいるときは
「L1」を、入力２端子につないでいるときは「L2」を表示させます。

映像・音声コード（別売り）

l：映像・音声信号の流れ

＊ 本機前面の入力2端子
につなぐこともでき
ます。

本機後面

次のページにつ
57別売りのチューナーをつなぐ
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CATVのVHF/UHF放送のチャンネルを本機で受信するには

CATVのVHF/UHF放送の中には、本機で受信できるチャンネルもあります。

デジタルBSやCSチューナーをつなぐ
デジタルBSやCSチューナーをつなぐと、本機でデジタルBSやCS放送の録画ができ
ます。デジタルBSやCS放送の受信には、デジタルBSやCS放送局との受信契約が必
要です。
本機は録画防止機能（コピーガード）に対応していますので、コピーガードされた番組
は、正しく録画できません。デジタルBSやCSチューナーを本機に接続して番組を視聴
する場合、番組によっては録画機能の作動の有無にかかわらず視聴のみでも画面が乱
れます。この場合、デジタルBSやCSチューナーを直接テレビにつないでください。
デジタルBSやCSチューナーの取扱説明書もあわせてご覧ください。

本機とデジタルBSやCSチューナーの接続のしかたがわからないときは、お客様ご相
談センターにお問い合わせください。

ご注意

1 F型コネクター付き同軸ケーブル（別売り）で本機のRF IN（FROM 
ANT.）端子とCATVチューナーのVHF/UHF出力端子をつなぐ

2 かんたん設定（31ページ）をし、手順3で「CATV」を選ぶ
手動でCATVのチャンネルを設定したいときは「受信できる放送局を追
加する」（51ページ）にしたがって設定する。手順5で受信したいチャ
ンネルの番号（例：C30）を入れる。

CSチューナーおよびテレビなど同梱のAVマウスからのコントロールは
本機では対応していません。

本機後面

映像・音声コード（別売り）

l：映像・音声信号の流れ
別売りのチューナーをつなぐ
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各種設定を変える

アンテナ出力切りかえやオートパワーオ
フなどの設定を変えることができます。
通常はお買い上げ時の設定で使えます。
必要に応じて変えてください。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （各種設定）を選び、
決定ボタンを押す

「各種設定」メニューが表示されます。

設定ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
59各種設定を変える
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設定の内容

太字はお買い上げ時の設定です。

3 V/vで変更したい項目を選び、B/bで設定する

4 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン
を押して、メニューを消すこともできます。

アンテナ出力切りかえでチャンネルの変更を行なった場合は確認の
メッセージが表示されます。決定ボタンを押して、確認を行なって
ください。

メニュー項目 設定内容

アンテナ出力切りかえ ･ 1CH 本機の信号を出力するのに1チャンネルを使用
しているとき

･ 2CH 本機の信号を出力するのに2チャンネルを使用
しているとき

オートパワーオフ ･ 1時間 1時間使用しないと、自動的に電源が切れる。
･ 2時間 2時間使用しないと、自動的に電源が切れる。
･ 切 電源は自動的に切れない。
各種設定を変える
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アンプ・スピーカーの接続

お手持ちの機器に応じた接続方法を選んで、音声コードをつないでください。
接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

接続方法を選ぶ

A～Cのつなぎかたから1つを選んでください。

* ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
Dolby、ドルビー、Pro LogicおよびダブルD記号はドルビーラボラトリーズの商標です。
** DTSおよびDTS Digital Outは、Digital Theater Systems, Inc.の商標です。

接続する機器 接続

ステレオアンプ
（音声入力端子がL、Rのみ。または、デジタル入力端子付）

･ 2台のスピーカー
（フロントL、R）

A（62ページ）

MDデッキ/DATデッキ A（62ページ）

ドルビー＊サラウンド（プロロジック）デコーダー付AVアンプ
（音声入力端子がL、Rのみ。または、デジタル入力端子付）

･ 3台のスピーカー
（フロントL、R、リア（モノラル））
･ 6台のスピーカー
（フロントL、R、センター、リアL、R、サブウーファー）

B（63ページ）

ドルビーデジタルまたはDTS＊＊デコーダー付AVアンプ（デジタル入力
端子付）

･ 6台のスピーカー
（フロントL、R、センター、リアL、R、サブウーファー）

C（64ページ）

次のページにつ
61アンプ・スピーカーの接続
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Aステレオアンプと2台のスピーカーにつなぐ/MDデッキ、
DATデッキとつなぐ

ステレオアンプの音声入力端子がL、Rのみのときは でつなぎます。デ
ジタル入力端子もついているときまたはMDデッキやDATデッキとつなぐと

きは でもつなぎます。アンプを経由せず、直接本機とMDデッキや
DATデッキをつなぐこともできます。

ちょっと一言

･ では、音声コードのかわりに、映像音声コード（付属）を使ってつなぐこと

もできます。

ご注意

･ からはVHSの信号は出力されません。

A-2A-1

l：信号の流れ

本機

ステレオアンプ

MDデッキ/DATデッキ

フロント
（L）

フロント
（R）

［スピーカー］

（白）

（白）

音声入力
端子へ

（赤）
同軸デジタル
コード（別売り）ステレオ音声

コード（別売り）

光デジタルコード
（別売り）
本機の端子はキャップ
をはずして接続する

（赤）

または

光または同軸デジタル
入力端子へ

LINE OUT AUDIO L/R
（音声左/右出力）端子へ

DIGITAL AUDIO 
OUT/COAXIALま
たはOPTICAL（デ
ジタル音声出力/同
軸または光）端子へ
アンプ・スピーカーの接続
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Bドルビーサラウンド（プロロジック）デコーダー付AVアン
プと3～6台のスピーカーにつなぐ

ドルビーサラウンド音声、またはマルチチャンネル音声（ドルビーデジタル）を再生
するときに、サラウンド効果が得られます。

B

l：信号の流れ

本機

ドルビーサラウンド
デコーダー付アンプ

フロント
（L）

フロント
（R）

リア
（Ｌ）

リア
（Ｒ）

サブ
ウーファー

［スピーカー］

ステレオ音声コード
（別売り）

［スピーカー］

（白） （赤）

センター

音声入力端子へ

LINE OUT AUDIO L/R
（音声左/右出力）端子へ

（白）

（赤）

次のページにつ
63アンプ・スピーカーの接続
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C ドルビーデジタルまたはDTSデコーダー付AVアンプ（デジ
タル入力端子付）と6台のスピーカーにつなぐ

この接続で楽しめるサラウンドは、アンプのドルビーデジタルまたはDTSデコーダー
機能を使った音声効果です。本機のサラウンド効果は、お楽しみいただけません。

および の接続を必ず行なってください。

ちょっと一言

･ VHS側の音声をお楽しみいただくには、 で接続したアンプを、DVD側の音声
をお楽しみいただくには、 で接続したアンプを選択してください。

ご注意

･ この接続をしたときは、音声設定で「ドルビーデジタル」を「ドルビーデジタル」
に、「DTS」を「入」にします（126ページ）。誤って設定すると、スピーカーから
音が出なかったり異音が出ることがあります。

･ からはVHSの信号は出力されません。

フロント
（R）

フロント
（L）

リア
（L）

サブ
ウーファー

デコーダー付AVアンプ

本機

[スピーカー ][スピーカー ]

l：信号の流れ

リア
（R）

センター

および

光デジタルコード（別売り）
本機の端子はキャップを
はずして接続する

ステレオ音声
コード（別売り）

同軸デジタルコード
（別売り）

（白） （赤）

音声入力
端子へ

光または同軸デジタル
入力端子へ

または

LINE OUT AUDIO L/R
（音声左/右出力）端子へ

DIGITAL AUDIO OUT/
COAXIALまたは
OPTICAL（デジタル音
声出力/同軸または光）
端子へ
アンプ・スピーカーの接続
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S映像/コンポーネント映像/D映像の接続
（DVD、ビデオCDおよびDATA-CDのみ）

S映像/コンポーネント映像/D映像の接続を使用するときは、本機後面右側のLINE 
OUT AUDIO L/R（音声左/右出力）端子またはDIGITAL AUDIO OUT/OPTICALま
たはCOAXIAL（デジタル音声出力/光または同軸）端子を用いて音声接続を行なって
ください。

A S映像入力端子のある機器とつなぐ
S映像コード（別売り）を使ってつなぎます。よりきれいな映像が楽しめます。

ご注意

･ S-VIDEO OUT（S映像出力）端子からの映像を見るには「画面設定」の「DVD出
力端子」を「S-映像」に設定してください。（131ページ）
･ S-VIDEO OUT（S映像出力）端子からはVHSの信号は出力できません。

S映像コード
（別売り）

l：信号の流れ（ディスクのみ）

光または
同軸デジタル
入力端子へ

本機

テレビ

テレビ/プロジェクター /
AVアンプ

光デジタル
コード
（別売り）
本機の端子は
キャップをはず
して接続する

音声入力
端子へ

音声コード
（別売り）

同軸デジタ
ルコード
（別売り）

またはまたは

次のページにつ
65S映像/コンポーネント映像/D映像の接続 （DVD、ビデオCDおよびDATA-CDのみ）
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B コンポーネント映像入力端子のあるテレビとつなぐ
コンポーネント映像コード（別売り）を使ってつなぎます。映像本来の色を
忠実に再現します。音声接続については65ページをご覧ください。

ご注意

･ COMPONENT VIDEO OUT（コンポーネント映像出力）端子からの映像を見るに
は「画面設定」の「DVD出力端子」を「コンポーネント/D2」に設定してくださ
い。（131ページ）
･ COMPONENT VIDEO OUT（コンポーネント映像出力）端子からはVHSの信号は
出力できません。

l：信号の流れ（DVDのみ）

本機

テレビ/プロジェクター /
AVアンプ

（青） （赤） （緑）

コンポーネント映像
コード（別売り）
S映像/コンポーネント映像/D映像の接続 （DVD、ビデオCDおよびDATA-CDのみ）
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C D映像入力端子のある機器とつなぐ
D端子ケーブル（別売り）を使ってつなぎます。ケーブル1本で簡単にコン
ポーネント映像で接続でき、映像本来の色を忠実に再現します。音声接続に
ついては65ページをご覧ください。

プログレッシブボタンを使う

プログレッシブ525P方式に対応した機器とつなぐときは、コンポーネント
映像コードまたはD端子ケーブルを用いた接続を行ってください。
プログレッシブ方式に設定するには、ディスク停止中に本機前面のプログ
レッシブボタンを押してください。（プログレッシブボタン/ランプが青色に
点灯します。）

ご注意

･ D2 OUT（D2映像出力）端子からのコンポーネント映像を見るには「画面設定」
の「DVD出力端子」を「コンポーネント/D2」に設定してください。（131ページ）
･ D2 OUT（D2映像出力）端子からはVHSの信号は出力できません。
･ プログレッシブ方式の信号はS-VIDEO OUT（S映像出力）端子からは出力されま
せん。
･ プログレッシブボタンはディスク再生中に操作することはできません。

D端子ケーブル（別売り）

l：信号の流れ（DVDのみ）

本機

テレビ/プロジェクター /
AVアンプ

プログレッシブボタン/ランプ
67S映像/コンポーネント映像/D映像の接続 （DVD、ビデオCDおよびDATA-CDのみ）
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ビデオの操作
ビデオを見る

S-VHSまたはVHSのビデオテープを再
生して見ることができます。ただし、S-
VHSの本来の解像度は得られません
（簡易再生）。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。(カセッ
トを入れることによっても、本機の電源を
入れることができます。）
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モードに
切り換えます。（28 ページ）

1 カセットを入れる

ツメの折れたカセットの場合は、自動
的に再生が始まります。ただし、「ビデ
オ初期設定」の「オート再生」を「切」
に設定しているとき（97 ページ）、再
生は自動的に始まりません。

Zボタン

画面表示ボタン

トラッキング+/–ボタン

再生Hボタン

CM早送りCボタン

一時停止Xボタン

リプレイボタン

停止xボタン

早送り/巻戻しm/M
ボタン

シャトル./> ボタン

クリアボタン
ビデオを見る
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その他の操作

見たばかりの場面をもう一度再生するには

もう一度見たい場面をすぐに巻き戻して再生することができます。
再生中にリプレイボタンを押します。  ボタンを押すたびにSP（標準）モー
ドでは約10秒ぶん（EP（3倍）モードでは約15秒ぶん）を巻き戻し再生し
たあと、自動的に通常の再生に戻ります。

見たい場面をすばやく探すには（CM早送り）

再生中にCM早送りCボタンを押します。  ボタンを押すたびに30秒ずつ、
最長2分間（4回押したぶん）を早送り再生したあと、自動的に通常の再生
に戻ります。

2 再生Hボタンを押す

本機の表示窓に再生時間が
表示されます。
テープの終わりまでいくと、
自動的に巻き戻ります。
テレビ画面でテープについ
ての情報を見るには、画面
表示ボタンを押します。
詳しくは「画面表示やテープ残量を見るには」（75ページ）をご覧
ください。

こんなときは 押す

再生を止める 停止xボタン

再生を一時停止する 一時停止Xボタン
5分以上たつと、再生に戻ります。

一時停止後、もう一度再生する 一時停止Xボタンまたは再生Hボタン

テープを早送りする 停止中に早送りMボタン
早送り中にもう一度押すと、押している
間、画像が見られます。 

テープを巻き戻す 停止中に巻戻しmボタン 
巻き戻し中にもう一度押すと、押してい
る間、画像が見られます。

カセットを取り出す Zボタン

時 分 秒

次のページにつ
69ビデオを見る
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速さを変えて見るには

* リモコンの電池の消耗をおさえたいときは、連続早送り/巻き戻し再生をおすすめ
します。

再生の速さを変えるには（シャトル再生）

再生中にシャトル./> ボタンを押します。
ボタンを押すたびに再生の速さは次のように変わります。

ふつうの再生に戻すには

再生Hボタンを押します。

ちょっと一言

･ スロー再生中のチラつきや、再生一時停止中の縦ゆれは、トラッキング+/–ボタン
を押して調整してください。

画像の速さ 操作

スロー 再生一時停止中にMスローyボタンを押す。
２分以上たつと、ふつうの再生に戻ります。

2倍速 再生中にシャトル>ボタンを押す。

早送り再生＊ ･ 連続早送り再生
再生中に早送りMボタンを短く押す。5倍速で早送
り再生する。
･ 押している間だけ早送り再生
再生中に早送りMボタンを押し続けると、押してい
る間5倍速で早送り再生する。

巻き戻し再生＊ ･ 連続巻き戻し再生
再生中に巻戻しmボタンを短く押す。5倍速で早送
り再生する。
･ 押している間だけ巻き戻し再生
再生中に巻戻しmボタンを押し続けると、押してい
る間5倍速で巻き戻し再生する。

コマ送り 再生一時停止中にCボタンを押す。
ビデオを見る
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ご注意

･ 変速再生中は音声が聞こえません。
･ 他機の3倍モードで録画したテープは本機で再生できますが、画像が乱れることが
あります。
･ 巻き戻し再生中は画像が乱れることがあります。
･ ビデオ再生中はディスクの再生を止めてください。

本機の表示窓の表示について

再生中または変速再生中は、本機の表示窓に次のように表示されます。

通常の再生中

再生Hボタンを押すと「PLAY」表示が

点灯し、しばらくするとテープカウン
ターが表示されます。

2倍速再生中

再生中にシャトル>ボタンを押すと

「PLAY2」表示が点灯し、しばらくする

とテープカウンターが表示されます。

早送り再生中

再生中に早送りMボタンを押すと「FF」表

示が点滅し、しばらくするとテープカウン

ターが表示されます。

巻き戻し再生中

再生中に巻戻しmボタンを押すと

「REW」表示が点滅し、しばらくすると
テープカウンターが表示されます。

一時停止中

再生中に一時停止Xボタンを押すと

「STILL」表示が点灯し、しばらくすると

テープカウンターが表示されます。

停止中

再生中に停止xボタンを押すと「STOP」表

示が点灯し、しばらくするとテープカウン

ターが表示されます。

スロー再生中

再生中にシャトル.ボタンを押すと

「SLOW」表示が点灯し、しばらくすると

テープカウンターが表示されます。

次のページにつ
71ビデオを見る
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テープカウンターを使うには

テープ再生中にあとで見つけたい部分のところでクリアボタンを押します。  
本機の表示窓のテープカウンターが「0:00:00」になります。  あとからテープ
カウンターを参考にして、見たい部分を探します。

テレビ画面でテープカウンターを見るには、画面表示ボタンを押します。詳
しくは「画面表示やテープ残量を見るには」（75ページ）をご覧ください。

ご注意

･ 他機の3倍モードで録画したテープは本機で再生できますが、画像が乱れることが
あります。
･ カセットを入れるたびに、テープカウンターは「0:00:00」に戻ります。
･ 録画されていない部分ではテープカウンターは動きません。
･ ツメの折れたカセットを入れても自動的に再生が始まらないときは、メニューの
「ビデオ初期設定」で「オート再生」を「入」にしてください（97 ページ）。
･ テープ再生中も「セットアップメニュー」を表示できますが、設定ボタンを押す
と、リモコンの操作モードが自動的にDVDに切替わります。
設定画面を消すにはリターンOボタンを繰り返し押してください。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタンを押して、メ

ニューを消すこともできます。テープ再生画面に戻ります。
･ 本機とテレビをS映像コードまたはD端子ケーブルを使ってつないでいる場合、ビ
デオの再生ができません。「映像・音声コードをつなぐ（テレビに映像・音声入力
端子があるとき）」（22ページ）の接続に換えてから、再生を行ってください。
ビデオを見る
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テレビ番組を録画する

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。(カセッ
トを入れることによっても、本機の電源を
入れることができます。）
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モードに
切り換えます。（28 ページ）

1 ツメのついているカセットを入れる

ツメの折れたカセットでは録画できま
せん。

チャンネル+/–ボタン

標準/3倍ボタン
入力切換ボタン

画面表示ボタン

録画zボタン

セレクトDVD/
VIDEOボタン

TV/DVD・VIDEO
スイッチ

テレビ/ビデオボタン

再生Hボタン
停止xボタン

Zボタン

一時停止Xボタン

次のページにつ
73テレビ番組を録画する
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録画を止めるには
停止xボタンを押します。

録画を一時停止するには
一時停止Xボタンを押します。本機の表示窓に「PAUSE」が表示され、
表示が点滅します。録画一時停止が5分以上続くと自動的に停止します。

2 チャンネル+/–ボタンを押して録画するチャンネルを選ぶ

BSチューナー内蔵テレビで受信したBS放送を録画するには

テレビのBS出力を本機のLINE IN 1（入力１）端子につないでいる
ときは「L1」を、入力２端子につないでいるときは「L2」を選び
ます。その後、テレビの入力を「テレビ」に切り換えて、録画した
いBSチャンネルをテレビで選びます。

3 標準/3倍ボタンを押して、「SP」（標準）または「EP」（3倍）を
選ぶ

長時間録画したいときは、本機の表示窓に「EP」を出します。
「EP」では標準の3倍長く録画できますが、 画質・音質は標準の方
が優れています。

4 録画zボタンを押す

本機の表示窓に「REC」が表示され、 表示が点灯します。

このあとテレビの電源を切っても、録画に影響はありません。ただ
し、BSチューナー内蔵テレビの種類によっては、テレビの電源を
切ると録画できない場合があります。
テレビ画面でテープについての情報を見るには、画面表示ボタンを
押します。詳しくは「画面表示やテープ残量を見るには」（75ペー
ジ）をご覧ください。

BSチューナー内蔵テレビで受信したBS放送を録画しているときは
BSチャンネルを変えないでください。録画されるチャンネルが変
わってしまいます。またBSチューナー内蔵テレビの種類によって
は、テレビの電源を切ると録画できない場合もあります。詳しくは
テレビの取扱説明書をご覧ください。
テレビ番組を録画する
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録画中に録画を止めるまでの時間を決めるには

録画中に、30分単位で録画を止めるまでの時間を決めることができます。
録画中に録画zボタンを押します。
押すたびに30分ずつ時間が増えます。時間は30分後（0:30）から4時間後
（4:00）まで選べます。
途中で録画を止めるには、停止xボタンを押します。
詳しくは「決めた時間だけ録画する（クイックタイマー）」（90ページ）を
ご覧ください。

画面表示やテープ残量を見るには

画面表示ボタンを押します。テレビ画面にテープカウンターが表示されま
す。この状態で再び画面表示ボタンを押すと、テープ残量が表示されます。 
白いバーはテープ全体の長さに対する現在の位置を示しています。 表示を消
すには画面表示ボタンを押してください。 テープ残量は本機の表示窓にも表
示されます。

テープ残量を確認するには、録画前にメニューの「ビデオ初期設定」の
「テープ残量切りかえ」でテープの長さを選んでください（97 ページ）。

録画中に裏番組を見るには

1 TV/DVD・VIDEOスイッチを「DVD・VIDEO」に切り換える
2 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「TV」を表示させる

3 TV/DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える

4 テレビ/ビデオボタンを押して入力をテレビに切り換える
5 チャンネル+/–ボタンでテレビのチャンネルを選ぶ

録画に影響はありません。

テープカウンター テープ残量

次のページにつ
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録画中にDVDを見るには

録画したものを誤って消してしまいたくないときは

誤って録画したものを消してしまい
たくないときは、図のようにツメを
折って取ります。  再び録画すると
きは、セロハンテープなどでふさい
でください。

ちょっと一言

･ 本機の入力端子につないだ機器から録画するときは、手順3で入力切換ボタンを押
して「L1」（LINE IN 1（入力１）端子につないだ場合）または「L2」（入力２端子
につないだ場合）を選ぶこともできます。
･ テレビ画面にはテープについての情報が表示されますが、この情報はテープには録
画されません。

ご注意

･ テープの種類によっては、テープ残量が正しく表示されないことがあります。
･ 残量表示はテープの残りを知る目安としてお使いください。
･ ビデオ録画中にテレビを見るときはディスクの再生は止めてください。
･ 早送り再生、巻き戻し再生、コマ送り再生、スロー再生または再生一時停止中は、
テレビ画面にメニューが表示されません。
･ テープ残量の時間表示が出ないときは、しばらく再生などの操作をしてください。
･ 本機はCSチューナー等のAVマウスに対応していません。

1 セレクトDVDボタンを押す
2 Zボタンを押してディスクトレイを開けて、ディスクを置く

3 再生Hボタンを押す

ディスクトレイが閉まり、再生が始まります。

DVDをビデオテープに録画することはできません。

ツメ

ドライバーなど
テレビ番組を録画する
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予約する

毎週の番組や1か月先までの番組を、合わ
せて8番組までタイマーで予約できます。

始めるまえに…
･ 本機の時計を正しく合わせておきます。
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。（28 ペー
ジ）

1 ツメのついているカセットを入れる

ツメの折れたカセットでは録画できま
せん。

2 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

または、セレクトVIDEOボタンを
押し、ビデオモードでタイマー予約
ボタンを使うこともできます。

停止xボタン

タイマー予約ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

TV/DVD・VIDEO
スイッチ

リターンOボタン

入力切換ボタン

チャンネル+/–ボタン

クリアボタン

テレビ/ビデオボタン

Zボタン

セレクトDVD/
VIDEOボタン

再生Hボタン

設定ボタン

または

次のページにつ
77予約する
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3 V/v/B/bで （予約設定/確認）

を選び、決定ボタンを押す

「予約設定/確認」メニューが表示さ
れます。

4 V/vで予約を入れる行を選び、チャ
ンネル、開始/終了時刻、録画日、
録画モードを設定する

1 bで各項目を順に選ぶ
選ばれた項目が点滅します。
2 V/vで設定する
間違えたときは、Bを押してその
項目に戻り設定し直します。

毎週同じ番組を予約するには

｢録画日」の欄でV/vを押して選びます。 押すたびに、次のように切
り換わります。

月B金 t 毎週 日 t 毎週 月 t ..... t 毎週 土 t 1か月先の日 t（1日ず

つ戻る）t 今日

ピッタリ録画機能を利用するには

録画モードの欄でvを押して「自動」を選びます。  詳しくは「ピッ
タリ録画機能について」（79ページ）をご覧ください。

本機に接続した機器を予約するには

･ BSチューナー内蔵テレビで受信したBS放送を予約する場合
「CH」欄で入力切換ボタンまたはV/vを押してテレビのBS出力を
本機のLINE IN 1（入力１）端子につないでいるときは「入力1」
を、入力２端子につないでいるときは「入力2」を選びます。そ
の後、テレビの入力を「テレビ」に切り換えて、録画したいBS
チャンネルをテレビで選びます。

･ 本機の入力端子につないだ機器を予約する場合
「CH」欄で入力切換ボタンまたはV/vを押して「入力1」（LINE 
IN 1（入力１）端子に接続した場合）または「入力2」（入力２端
子に接続した場合）を選びます。
予約する
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予約録画中に録画を止めるには

停止xボタンを押します。

ピッタリ録画機能について

録画モードで「自動」を選ぶと予約録画は「標準」モードで始まりますが、予約
録画中にテープ残量が足りなくなると、自動的に「3倍」モードに切り換わりま
す。  録画モードが切り換わったときに画像に少しノイズが現れます。  録画
モードを変えたくないときは「3倍」を選んでください。  録画前にメニューの
「ビデオ初期設定」の「テープ残量切りかえ」でテープの長さを選んでおくと残
量の確認をすることができます（97 ページ）。

録画予約後/予約録画中に裏番組を見るには

5 決定ボタンを押す

選んだ行に予約が入ります。表示窓の 表示が点灯します。 

取り消したいときは

クリアボタンを押します。

続けて予約するときは

手順３と４を繰り返します。

6 リターンOボタンを押す

予約設定／確認画面が終了します。ビデオ側は予約待機になります。
（本機の電源を切っても切らなくても録画待機になります。）
リターンOボタンをもう１回押すと、メニューが消えます。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

1 TV/DVD・VIDEOスイッチを「DVD・VIDEO」に切り換える
2 テレビ/ビデオボタンを押して本機の表示窓に「TV」を表示させる

3 TV/DVD・VIDEOスイッチを「TV」に切り換える
4 テレビ/ビデオボタンを押して入力をテレビに切り換える
5 チャンネル+/–ボタンでテレビのチャンネルを選ぶ

録画に影響はありません。

次のページにつ
79予約する
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録画予約後/予約録画中にDVDを見るには

ちょっと一言

･ 録画中には以下の操作も可能です。
–テープカウンターを「0:00:00」に戻す（72 ページ）
–テレビ画面にテープについての情報を表示する（75 ページ）
–予約を確認する（88 ページ）

･  表示が出ているときは、予約が重なっています。  予約の確認、変更、取り消しにつ
いては 「予約を確認する・変更する・取り消す」（88ページ）をご覧ください。
･ 本機の表示窓に  表示が出ているときは、現在番組を録画中であることを示して
います。

ご注意

･ BSチューナー内蔵テレビで受信したBS放送を予約した後で、テレビのBSチャンネ
ルを変えたときは、予約開始時刻になる前に、テレビのチャンネルを予約したBS
放送のチャンネルに戻してください。他のBSチャンネルになっていると、予約録
画されるチャンネルが変わってしまいます。
･ 本機の入力端子につないだ機器から予約するときは、つないだ機器の電源は切らな
いでください。

1 セレクトDVDボタンを押す
2 Zボタンを押してディスクトレイを開けて、ディスクを置く

3 再生Hボタンを押す

ディスクトレイが閉まり、再生が始まります。
予約する
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Ｇコードで予約する（SLV-D505Pのみ）

新聞や雑誌のテレビ欄に掲載されている
Ｇコードを使う予約録画です。予約した
い番組の日時とチャンネルを自動的に設
定します。他の予約と合わせて、8番組
まで予約できます。

始めるまえに…
･ 本機の時計を正しく合わせておきます。
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。（28 ペー
ジ）
･ 本機とテレビをS映像コードまたはD端子
ケーブルを使ってつないでいる場合、G
コードで予約できません。「映像・音声コー
ドをつなぐ（テレビに映像・音声入力端子
があるとき）」（22ページ）の接続に換えて
から、Gコード予約を行ってください。

1 ツメのついているカセットを入れる

ツメの折れたカセットでは録画できま
せん。

2 Ｇコードボタンを押す

クリアボタン

リターンOボタン

Ｇコードボタン

数字ボタン

V/v/B/b

決定ボタン

次のページにつ
81Ｇコードで予約する（SLV-D505Pのみ）
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予約を確認・変更・取り消すには

「予約を確認する・変更する・取り消す」（88ページ）をご覧ください。

3 数字ボタンを押して、Ｇコードの番
号を入れる

間違えたときは、クリアボタンを押
して、最初から入れなおします。
Bカーソルで１桁ずつ戻せます。

4 V/vで「録画回数」を選び、B/bで
録画回数（1回、月t金、毎週）を
設定する

5 V/vで「録画モード」を選び、B/b
で録画モード（標準、3倍、自動）
を設定する

6 決定ボタンを押す

予約内容（日付、録画開始/終了時
刻、チャンネル番号）が表示され
ます。

取り消したいときは

クリアボタンを押します。

続けて予約するときは

手順２から繰り返します。

7 リターンOボタンを押す

予約設定画面が終了します。
ビデオ側は予約待機になります。（本機の電源を切っても切らなく
ても録画待機になります。）
リターンOボタンをもう１回押すと、メニューが消えます。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。
Ｇコードで予約する（SLV-D505Pのみ）
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BSチューナー内蔵テレビからBS放送をGコードで予約するには

BSチューナー内蔵テレビとつなぐと、BS放送をGコードで予約できます
（「BSチューナー内蔵テレビなどにつなぐ」24ページ）。このとき「本機の
入力端子につないだ機器をGコードで予約するには」（51ページ）にした
がって、BS放送のGコードを設定しておきます。

本機の入力端子につないだ機器をGコードで予約するには

「本機の入力端子につないだ機器をGコードで予約するには」（51ページ）
にしたがって、つないだ機器のGコードを設定しておきます。

ご注意

･ 次の場合、Gコード予約できません。
–存在しないGコードを誤って入れたとき
（手順5で決定ボタンを押すと、画面に「Gコード入力エラー」と表示され、G
コードの表示が未入力状態に変わります。手順3からやり直してください）

–Gコード予約する番組の放送局のガイドチャンネルが設定されていないとき
（ガイドチャンネルを追加してください（49 ページ））
･ Gコード予約は、番組の放送時間の変更には対応できません。したがってスポーツ
中継の延長などで放送時間が変わっても、あらかじめ設定された時間どおりに録画
されます。
83Ｇコードで予約する（SLV-D505Pのみ）
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かんたん予約ダイヤルで予約する
（SLV-D505Pのみ）

テレビの電源を入れなくても、ビデオ本
体のダイヤル予約録画つまみで、1ヶ月
先までの番組を予約できます。
リモコンやＧコード、テレビ画面を使っ
た予約と合わせて、8番組まで予約でき
ます。

始めるまえに…
･ 本機の時計を正しく合わせておきます。
･ ツメのついているカセットを入れます。
･ テープの長さが総録画時間より長いことを
確認してください。
･ ビデオ再生・予約録画中はダイヤル予約録
画つまみを操作できません。ビデオの再
生・録画を停止してください。

1 ダイヤル予約録画つまみを
押す

今日の日付が点滅します。

曜日は次のように表示され
ます。
SU（日曜）、MO（月曜）、
TU（火曜）、WE（水曜）、
TU（木曜）、FR（金曜）、SA（土曜）

2 ダイヤル予約録画つまみを回
して、日付を選ぶ

右方向に回すたびに、日付が
１日ずつ進みます。

今日（9/28）t　9/29　t　･･･　t　1ヶ月先の日（10/27）t

今日（9/28）

左方向に回すたびに、日付が1ヶ月先の日から1日ずつ戻ります。

今日（9/28）t　1ヶ月先の日（10/27）t　10/26　t　･･･　t　

今日（9/28）

チャンネル+/–ボタン

ダイヤル予約録画つまみ停止xボタン

曜日 今日の日付

曜日 録画日付
かんたん予約ダイヤルで予約する （SLV-D505Pのみ）
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3 ダイヤル予約録画つまみを
押す

「START」および現在の時刻
から一番近い先の15分単位の
時刻が交互に表示されます。
たとえば、5時48分のときは、
「6：00」が表示されます。

4 ダイヤル予約録画つまみを回
して、録画開始時刻を選ぶ

時刻は15分単位で変わります。
本体のチャンネル+/–ボタン
を押すと、1分きざみで時刻
を変えられます。

5 ダイヤル予約録画つまみを
押す

「STOP」および設定した録
画開始時刻から一番近い先
の15分単位の時刻が交互に
表示されます。

6 ダイヤル予約録画つまみを回
して、録画終了時刻を選ぶ

時刻は15分単位で変わります。
ビデオ本体のチャンネル+/–
ボタンを押すと、1分きざみ
で時刻を変えられます。

7 ダイヤル予約録画つまみを
押す

現在のチャンネルが点滅し
ます。

A（AM：午前）／P（PM：午後）

次のページにつ
85かんたん予約ダイヤルで予約する （SLV-D505Pのみ）
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１つ前の手順に戻るには

設定中に本体のチャンネル+/–ボタンを同時に押します。

8 ダイヤル予約録画つまみを
回して、チャンネルを選ぶ

右方向に回すたびに、以下
のように切り換わります。
VHF/UHFチャンネル（1、3、･･･）t L1（LINE IN 1（入力１））t L2

（入力２）

左方向に回すと、逆の順番で切り換わります。

本機の入力端子につないだ機器を予約するには

本機のLINE IN 1（入力１）端子に機器をつないでいるときは
「L1」を、入力２端子につないでいるときは「L2」を選びます。

BSチューナ内蔵テレビで受信したBS放送を予約するには

テレビのBS出力を本機のLINE IN 1（入力１）端子とつないでいる
ときは「L1」を、入力２端子につないでいるときは「L2」を選び
ます。その後、テレビの入力を「テレビ」に切り換えて、録画した
いBSチャンネルをテレビで選びます。

9 ダイヤル予約録画つまみを
押す

現在の録画モードが表示さ
れます。

10 ダイヤル予約録画つまみを
回して、録画モード（SP
（標準）、EP（3倍）または
AUTO（自動））を選ぶ

11 ダイヤル予約録画つまみを
押す

「OK」が表示されます。

その後、 表示が点灯して、
予約待機になります。
かんたん予約ダイヤルで予約する （SLV-D505Pのみ）
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設定の途中でキャンセルするには

本体の停止xボタンを押します。

予約録画中に録画を止めるには

本体またはリモコンの停止xボタンを押します。

予約を確認・変更・取り消すには

「予約を確認する・変更する・取り消す」（88ページ）をご覧ください。

ちょっと一言

･ 次の日にまたがる番組は、開始する日付はそのままで終了時刻を合わせます。終了
時刻は自動的に次の日に設定されます。
･ ダイヤル予約録画つまみは、本機の電源を切っているときも操作できます。ダイヤ
ル予約録画つまみを押すと本機の電源が入ります。本機を長時間使用しない場合
は、予約設定終了後に本機の電源を切ることをおすすめします。

ご注意

･ 設定中に3分以上ダイヤル予約録画つまみを操作しないと、設定は取り消されます。
･ 設定中に本体のダイヤル予約録画つまみ、またはチャンネル+/–ボタン以外のボタ
ンを押した場合、設定は取り消されます。リモコンのボタンを押した場合も、設定
は取り消されます。
･ 時計が未設定の場合や誤った設定を行った場合、ダイヤル予約録画つまみを押すと
本機の表示窓に｢Error｣と出ます。
･ すでに8番組が予約されていると、ダイヤル予約録画つまみを押したときに、本機
の表示窓に「FULL」と出ます。
･ BSチューナ内蔵テレビで受信したBS放送を予約した後で、テレビのBSチャンネル
を変えたときは、予約開始時刻になる前に、テレビのチャンネルを予約したBS放
送のチャンネルに戻してください。他のBSチャンネルになっていると、予約録画
されるチャンネルが変わってしまいます。
87かんたん予約ダイヤルで予約する （SLV-D505Pのみ）
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予約を確認する・変更する・取り消す

テレビ画面を使って、予約の確認、変
更、取り消しができます。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

1 DVDが停止中に設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/V/B/bで （予約設定/確認）を選び、決定ボタンを押す

･ 予約を変更または取り消すときは、手順3に進んでください。
･ 予約を確認するときは、 テレビ画面に表示されている予約内容を
確認し、手順5に進んでください。

設定ボタン

クリアボタン

V/v/B/b

決定ボタン

リターンOボタン
予約を確認する・変更する・取り消す
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予約が重なっているときは

先に始まる予約が優先され、その録画が終了してから次の録画が始まります。
予約開始時刻が同じときは、「予約設定/確認」画面で、上に表示される予約が
優先されます。また、始めの録画終了後、次の録画の最初の約10秒間は録画さ
れません。

一方の予約の終了時刻と、もう一方の予約の開始時刻が同じとき

後から始まる予約の最初の約10秒間が録画されません。

3 V/vで変更または取り消す行を選ぶ 

･ 予約を変更するには、B/bで変え
たい項目を選び、V/vで変更する。
･ 予約を取り消すには、クリアボタ
ンを押す。

4 決定ボタンを押す

続けて他の予約を変更または取り消すときは、手順3を繰り返す

5 リターンOボタンを押す

メニューが消えます。
予約待機に戻ります。ただし、予約をすべて取り消した場合は予約
待機にはなりません。

リターンOボタンをもう１回押すと、メニューが消えます。

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

予約1

予約2

録画されません

予約1の終了後
約10秒間

予約1

予約2 予約2の開始後
約10秒間
89予約を確認する・変更する・取り消す
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決めた時間だけ録画する（クイックタイマー）

録画を止めるまでの時間を変えるには
録画zボタンを繰り返し押して、その時点から録画を止めるまでの時間を選
びます。

設定した録画時間を取り消すには
録画zボタンを繰り返し押して、本機の表示窓に「REC」を表示させます。

クイックタイマーの途中で録画を止めるには
停止xボタンを押します。

ちょっと一言

･ 画面表示ボタンを押すと、テレビ画面上でカウンターを確認できます。

ご注意

･ クイックタイマー録画中は、本機の表示窓にテープカウンターは表示されません。
録画残時間が表示されます。
･ ディスクトレイにディスクが挿入されていない場合は、クイックタイマー予約終了
後、電源は「切」の状態になります。

予約録画以外の録画中に、30分単位で
録画を止めるまでの時間を決めることが
できます。急用で出かけるときや、眠く
なったときに便利です。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モードに
切り換えます。（28 ページ）

1 予約録画以外の録画中に録画
zボタンを押す

2 録画zボタンを繰り返し押して、録画を止めるまでの時間を選ぶ

押すたびに、30分ずつ時間が増えます。時間は30分後（0:30）か
ら4時間後（4:00）まで選べます。
指定した時間がたつと、自動的に録画が止まります。

録画zボタン

停止xボタン

画面表示ボタン

R：（Record：録画）
決めた時間だけ録画する（クイックタイマー）
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二か国語放送などの音声を切り換える

ちょっと一言

･ 本機で受信している二か国語放送の音声も、音声ボタンで切り換えることができます。

ご注意

･ 音声ボタンは、モノラルまたは主音声だけで録画したテープを再生したときは働き
ません。

二か国語放送などを録画したテープを再
生するとき、主音声や副音声など聞きた
い音声に切り換えることができます。ス
テレオ放送を録画したテープは、自動的
にステレオで聞こえます。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モードに
切り換えます。（28 ページ）

再生中に音声ボタンを押す

ボタンを押すたびに画面に出る表示と聞こえる音声が次のように切り換わり
ます。

画面に出る表示
聞こえる音声

二か国語放送 ステレオ放送

ステレオ 主音声と副音声の混合 ステレオ

主、左 主音声 左チャンネル

副、右 副音声 右チャンネル

モノ 主音声 モノラル

音声ボタン
91二か国語放送などの音声を切り換える



92
サーチ機能を使う

番組を頭出しするには
いくつかの番組を1本のテープに録画したときは、前後の番組の頭出しがで
きます。
頭出し信号は、次のときに自動的に付きます。
･ 録画zボタンを押したとき
･ 録画一時停止中にチャンネルを変えて、再び録画を始めたとき
･ 予約録画が始まったとき

サーチ機能を使って特定のポイントを簡
単にみつけることができます。

1 頭出し信号の付いたカセットをビデオに入れる
2 サーチメニューボタンを押す
3 bで次の番組を、Bで前の番組を頭出し
する

頭出しして約5秒間再生します。

4 再生Hボタンを押して、番組を見る

もし再生Hボタンを押さないと、自動的に次の頭出しが行なわれ、
テープが終わるまで頭出しが続きます。

サーチメニュー
ボタン

V/v/B/bボタン

再生Hボタン

クリアボタン

停止xボタン

録画zボタン
サーチ機能を使う
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頭出しを止めるには

停止xボタンを押します。

ご注意

･ 録画一時停止状態から続けて同じチャンネルの録画を始めた場合、頭出し信号は付
きません。
･ 選んだ頭出し信号の前に何も録画されていなければ、その信号のところから正確に
再生が始まらないことがあります。

カウンターが0:00:00のポイントをサーチするには
再生中にあとで見つけたい部分のところで、クリアボタンを押すと本機の表
示窓のカウンターが「0:00:00」になります。
自動的に早送りまたは巻き戻しを行ない、カウンターが「0:00:00」のポイ
ントをサーチします。

テープの録画されていない部分をサーチするには
テープの録画されていない部分を自動的にサーチします。録画を開始するポ
イントを簡単にみつけることができます。

1 サーチメニューボタンを押す
2 Vを押す

サーチが始まり、「0:00:00」のポイント
で自動的に止まります。

1 サーチメニューボタンを押す
2 vを押す

サーチが始まり、テープの録画されてい
ない場合の先頭で自動的に止まります。
もし、録画されていない部分がみつから
ない場合には、テープの終わりでサーチ
が止まり、停止します。
93サーチ機能を使う
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テープをダビング・編集する

本機に他のビデオデッキやビデオカメラをつないで行う操作について説明します。
テープをそのままダビングしたり、必要なところをつないで編集したりできます。
つないだ機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

ビデオ機器をつなぐ（本機で録画する）

ご注意

･ プラグは必ず同じ色の端子につないでください。
･ 再生側の機器がモノラルのときは、音声コードは必ず音声左（モノ）端子につない
でください（入力２端子のみ）。
･ 本機の出力端子を他機の入力端子へつないだまま、その機器の出力端子を本機の入
力端子へつながないでください。ブーンという音が出ることがあります。
･ 編集にLINE IN 1（入力１）端子を使用することができます。  他機がモノラルタイ
プのときは、音声コードが接続されている方のチャンネルにのみ録音されます。  左
右のチャンネル両方に録音するには、映像・音声コードVMC-910MS（別売り）
を使ってAUDIO L/R（音声左/右）端子に接続します。
･ 入力２端子に映像コードを接続すると、画面は自動的に入力２に切り換わります。

本機（録画側）

他機（再生側）

映像・音声信号の流れ

映像・音声コード
（別売り）

テレビ

出力端子

入力２端子
テープをダビング・編集する
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テープをダビング・編集する（本機で録画する）

編集を止めるには

両方のビデオの停止ボタンを押します。

ちょっと一言

･ 好きな場面だけ編集するときは、不要な場面で本機の一時停止Xボタンを押します。  

不要な場面が終わったら、もう一度 一時停止Xボタンを押して、録画を再開します。

始める前に…
･ 本機とテレビの電源を入れてから、
テレビの入力を「ビデオ」に切り換
える。
･ 入力切換ボタンまたはチャンネル+/–
ボタンを押して、本機の表示窓に他機
を本機のLINE IN 1（入力１）端子とつ
ないでいるときは「L1」を、入力２端子
とつないでいるときは「L2」を表示さ
せる。
･ 標準/3倍ボタンを押して、「SP」（標
準）または「EP」（3倍）を選ぶ。

1 他機（再生側）に録画済みのカセットを入れる
再生を始める場所を頭出しして、再生一時停止にします。

2 本機（録画側）にツメのついているカセットを入れる  
録画を始める場所を頭出しして、一時停止Xボタンを押します。

3 本機の録画zボタンを押して、録画一時停止にする

4 両方のビデオの一時停止を解除して、編集を始める

録画zボタン一時停止X

ボタン
95テープをダビング・編集する
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ビデオの設定と調整
画像と音声を調整する（トラッキング）

トラッキングを自動調整に戻すには

カセットを入れ直し、再生します。

ご注意

･ 他機で録画したテープや録画状態の悪いテープでは、チラつきが十分に消えないこ
とがあります。

再生画像が乱れたり雑音が出るときは、
手動でトラッキングを調節してください。
通常はトラッキング自動調節が働いて、
きれいな画像で見ることができます。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29））
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換え、セレクト
VIDEOボタンを押し、ビデオ操作モードに
切り換えます。(28 ページ)

再生中にトラッキング+/–ボタンを押して調
節する

トラッキング+/–
ボタン

–で左へ、+で右へ動く
画像と音声を調整する（トラッキング）
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づく
ビデオ初期設定を変える
テープ残量切り換えやオート再生などの
設定を変えることができます。通常はお
買い上げ時の設定で使えます。必要に応
じて変えてください。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29））
･ DVDの再生中はメインメニューを表示でき
ません。DVDの再生を停止してください。
･ リモコンのTV/DVD・VIDEOスイッチを
DVD・VIDEOに切り換えます。

1 設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで 「ビデオ初期設定」
を選び、決定ボタンを押す

「ビデオ初期設定」メニューが表示
されます。

3 V/vで変更したい項目を選び、B/bで設定する

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
97ビデオ初期設定を変える



98
設定の内容

太字はお買い上げ時の設定です。

4 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

メニュー項目 設定内容

テープ残量切りかえ ･ T120 120分以下のテープを使用時にこの位置にする。
･ T160 160分テープ使用時にこの位置にする。
･ T180 180分のテープを使用時にこの位置にする。

オート再生 ･ 入 ツメのないカセットを入れたときに自動的に再生
を始める。

･ 切 オート再生をしない。  ツメのないカセットを入
れたときに再生を始めるには、再生Hボタンを

押す必要がある。

リピート再生 ･ 入 テープを繰り返し再生する。自動的にテープが頭
まで巻き戻り、また再生が始まる。

･ 切 リピート再生をしない。
ビデオ初期設定を変える



ディスクの操作
デ
ィ
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づく
ディスクを再生する

ディスクによっては、禁止されている操
作もあります。
再生するディスクに付属の説明書も必ず
ご覧ください。

始めるまえに…
･ 本機とテレビの電源を入れます。
･ 本機の画像が映るようにテレビの入力を切
り換えます。（「リモコンを使って本機の映
像またはテレビを見る」（29ページ））
･ リモコンのTV / DVD・VIDEOスイッチを
「DVD・VIDEO」に切り換え、セレクト
DVDボタンを押し、ディスク操作モードに
切り換えます。(28 ページ)

1 Zボタンを押してディスクトレイを開け
て、ディスクを置く

2 再生Hボタンを押す

ディスクトレイが閉まり、
再生が始まります。テレビ
またはアンプで音量を調整
します。
表示窓に再生時間が表示さ
れます。＊

ディスクによっては、テレ
ビ画面にメニューが表示されることがあります。DVDの場合は104 
ページ、ビデオCDの場合は124 ページをご覧ください。
＊ディスクが入っていないときは「－－－－－」と表示されます。

Zボタン

再生Hボタン

一時停止 X ボタン

m/Mボタン

停止xボタン

前/次./>ボタン
Cボタン

再生したい面を下に

時 分 秒

次のページにつ
99ディスクを再生する
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その他の操作

＊1この機能はDVD、ビデオCDまたはCDのみで使えます。
＊2この機能はDVDのみで使えます。
＊3この機能はDVDまたはビデオCDのみで使えます。

こんなときは 押す

再生を止める 停止xボタン

再生を一時停止する 一時停止 X ボタン
5分以上たつと、再生が停止します。

一時停止後、もう一度再生する 再生Hボタン

一時停止中にコマ送りする Cボタン

再生中にチャプターや映像、曲
を進める

次>ボタン

再生中にチャプターや映像、曲
を戻す

前.ボタン

ディスクを取り出す Zボタン

再生中に早送り/早戻しをして
見たいところ、聞きたいところ
をさがす（スキャン）＊1

早送りするには早送りMボタン
早戻しをするには 巻戻しmボタン
DVDおよびビデオCDの場合、押すごと
に再生の速さは次のように早くなります。
再生方向
×2 t FF１t FF2 t FF3 t FF4＊2 t 
FF5＊2

逆方向
×2 t FR１t FR2 t FR3 t FR4＊2 t 
FR5＊2

CDの場合スキャン再生の早さは変わり
ません（FF2/FR2のみ）。
再生Hボタンを押すと通常の再生に戻
ります。

スロー再生する＊3 一時停止 X ボタンを押してから
早送りMボタン
スロー再生中、早送りMボタンを繰り
返し押すと、再生の速さが変わります。
ボタンを押すたびに次のように再生の速
さが切り換わります。
1/8 t 1/4 t 1/2 

アングル入りディスクの場合、スロー再
生の早さは変わりません（1/2のみ）。
再生Hボタンを押すと通常の再生に戻
ります。
ディスクを再生する
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ご注意

･ ディスク再生中はビデオの再生を止めてください。
･ MP３再生の速さを変えることはできません。
･ ビデオCDの早送り/早戻し再生を一時停止することはできません。
･ ビデオCDのスキャンは、操作したとおりに再生の早さを変えることができないこ
とがあります。
･ CDまたはDATA-CDがマルチセッションディスクの場合、再生中に早戻しするこ
とはできません。
･ ディスクによっては操作できません。
･ 傷のあるディスクを再生すると傷のある箇所で再生は止まり、ディスク側は停止し
た状態になります。

再生を止めたところから再生する（つづき再生機能）
再生を止めたあと、そのつづきから再生できます。本機の電源を一度切って
もつづき再生が働きます。

ちょっと一言

･ ディスクを最初から再生したいときは、停止xボタンを2回押してから、再生Hボ

タンを押します。

ご注意

･ 次の場合、再生を止めたところの記録は消え、つづき再生できません。
–ディスクトレイを開閉したとき
–コンセントを抜いたとき
･ ディスクによっては、つづき再生ができない場合があります。

CDのDTS＊音声再生時のご注意

･  DTSで記録されたCDを再生するとアナログ出力からは極端に大きなノイズが出ま
す。DVDプレーヤーのアナログ出力をアンプにつないでいるときは、お手持ちのシ
ステムが破損しないよう細心の注意を払う必要があります。DTS Digital 
SurroundTMの再生をお楽しみいただくには、DVDプレーヤーのデジタル出力に5.1
チャンネルの外部DTS Digital SurroundTMデコーダーを接続する必要があります。
･ CDのDTS音声を再生するときは、音声を「ステレオ」に設定してください（114
ページ）。
･ DTSデコーダーを内蔵していないオーディオ機器につないでいるときにCDのDTS
音声を再生すると、「音声設定」の「DTS」を「切」に設定していても（127ペー
ジ）DIGITAL AUDIO OUT/OPTICALおよびCOAXIAL（デジタル音声出力/光およ
び同軸）端子から異音が出ます。

DVDのDTS音声再生時のご注意

･ DTS音声信号はDIGITAL AUDIO OUT/OPTICALおよびCOAXIAL（デジタル音声
出力/光および同軸）端子からのみ出力されます。
･ DVDのDTS音声を再生するときは、「音声設定」の「DTS」を「入」に設定します
（126ページ）。
･ DTSデコーダーを内蔵していないオーディオ機器につないでいるときは、「音声設
定」の「DTS」を「入」に設定しないでください（127ページ）。スピーカーから
大きな音が出て耳に悪影響を及ぼしたり、スピーカーを破損したりすることがあり
ます。

* DTSおよびDTS Digital Outは、Digital Theater Systems, Inc.の商標です。

1 ディスクの再生中、停止xボタンを押して、再生を止める
2 再生Hボタンを押す
手順1で再生を止めたところから、再生が始まります。
101ディスクを再生する
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画面の見方

再生中に画面表示ボタンを押すと、ディスクの種類、タイトル/トラック番
号、チャプター番号、カウンター、音声言語、字幕言語、サラウンド設定の
情報が表示されます（表示される項目はディスクによって異なります）。音
声/字幕言語の略称については「DVD音声/字幕言語対応表」（152ページ）
をご覧ください。

ディスク情報画面を用いて、再生中の音
声や映像の情報を見ることができます。
表示される画面は再生するディスクに
よって異なることもあります。

ビデオＣＤは「メニュー切」の状態で
ディスク情報画面の操作ができます。
詳しくは「「メニュー 入/切」機能を
使ってビデオCDを再生する」（124ペー
ジ）をご覧ください。

V/v/B/b

決定ボタン

画面表示ボタン

リターンOボタン

数字ボタン

ディスクの種類
タイトル/トラック番号
チャプター番号
経過時間
音声言語
字幕言語

サラウンド設定
画面の見方
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タイトル/トラックやチャプターまたはカウンターを選んで再生することが
できます（DVDおよびCDのみ）。

好きなタイトル/トラックまたはチャプ
ターを再生する

カウンターを選んで再生する

ちょっと一言

･ B/bを押してDVDおよびCDのカウンターの情報を変えることができます（経過時

間または残量時間）。

DVDの場合

CDの場合

ご注意

･ ディスクによっては操作したとおりに変更できない場合があります。

1 V/vを押して好きな項目を選ぶ

2 B/bを押して再生したい番号を選ぶ

3 決定ボタンを押す
4 画面表示ボタンまたはリターンOボタン
を押す

画面表示が消えます。

1 V/vを押してカウンターのアイコンを選ぶ

2 数字ボタンで再生を開始したいタイトル/
トラック再生経過時間のカウンターを入
力する

3 決定ボタンを押す
4 画面表示ボタンまたはリターンOボタン
を押す

画面表示が消えます。

表示 カウンターの情報

T　＊：＊＊：＊＊ タイトルの再生経過時間

T－＊：＊＊：＊＊ タイトルの再生残量時間

C　＊：＊＊：＊＊ チャプターの再生経過時間

C－＊：＊＊：＊＊ チャプターの再生残量時間

表示 カウンターの情報

T　＊：＊＊：＊＊ トラックの再生経過時間

T－＊：＊＊：＊＊ トラックの再生残量時間

D　＊：＊＊：＊＊ ディスクの再生経過時間

D－＊：＊＊：＊＊ ディスクの再生残量時間
103画面の見方
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DVDのメニューを使う

ちょっと一言

･ ディスクによってはトップメニューボタンは使用できません。

DVDには、DVD独自のメニューが記録
されているものがあります。
複数のタイトル（映像や曲）が記録され
ているDVDはトップメニューボタンを、
ディスクの内容（字幕や音声の言語な
ど）をメニューで選択できるDVDはメ
ニューボタンを使って再生できます。

1 再生中にトップメニューボタンまたはメニューボタンを押す

ディスクのメニューが表示されます。
メニューの内容はディスクによって異なります。

2 V/v/B/bまたは数字ボタンで項目を選び、決定ボタンを押す

V/v/B/b
決定ボタン

数字ボタン

メニューボタン

トップメニュー
ボタン

または

または
DVDのメニューを使う
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ズームを使う

ご注意

･ 静止画には、ズーム機能は使えません。
･ DVDによっては、ズーム機能は使えません。
･ ビデオCDでは4×ズームは使えません。

DVDの再生中や一時停止中に、シーン
を拡大して見ることができます。

JPEG画像を拡大して見るには、「JPEG
画像を再生する」（120ページ）をご覧
ください。

1 再生中または一時停止中にズームボ
タンを押す

“ ”が表示されます。

2 V/v/B/bでシーンの拡大したい場所を選ぶ

3 決定ボタンを押して拡大の倍率を選ぶ

押すたびに次のように切り換わります。
2× t 4× t 2× t 拡大なし

V/v/B/b

決定ボタン

ズームボタン
105ズームを使う
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アングルを切り換える

ご注意

･ ディスクによってはアングル機能が使えません。複数のアングルが記録されていて
も、切り換えを禁止している場合があります。

複数のアングルがディスクに記録されて
いるとき、正面から見た景色を右から見
た景色に切り換えるなど、好きなアング
ルを選ぶことができます。
アングルを変えられるときは、アングル
ボタンを押すと画面に「 」が表示さ
れます。

1 再生中にアングルボタンを押す

アングル番号が画面に表示されます。
スラッシュ（/）の後ろの数字は
ディスクに記録されているアングル
の総数です。

2 B/bを繰り返し押し、アングル番号を選ぶ

選んだアングルに切り換わります。

B/b

アングル
ボタン

1/6 vV
アングルを切り換える
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字幕を表示する

字幕の表示を解除するには

再生中に字幕ボタンを押し、V/vを繰り返し押して「切」を選びます。

ご注意

･ ディスクによっては字幕が記録されていても、字幕を表示したり消したりすること
や、切り換えを禁止している場合があります。

字幕が記録されているディスクは、再生
中に字幕を表示したり切り換えたりでき
ます。語学の学習などに便利です。

1 再生中に字幕ボタンを押す

2 B/bを繰り返し押して、言語を選ぶ

選べる言語はディスクによって異なります。字幕言語の略称につい
ては「DVD音声/字幕言語対応表」（152ページ）をご覧ください。

V/v/B/b

決定ボタン

字幕ボタン
107字幕を表示する
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再生モードを使う（プログラム/シャッフル/
リピート）

再生モードには次の種類があります。
･ プログラム再生（108ページ）
･ シャッフル再生（110ページ）
･ リピート再生（111ページ）

ご注意

･ 設定した再生モードは、次の場合に解除されます。
–ディスクトレイを開いたとき
–電源を切ったとき

好きな順に再生する（プログラム再生) 

トラックを好きな順に再生できます。

V/v/B/b

決定ボタン

再生Hボタン

数字ボタン

クリアボタン

リピートボタン
再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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づく
プログラム再生を終了させるには

プログラム再生中または停止中にクリアボタンを押します。「切」が表示さ
れてプログラム再生が終了します。

プログラムの設定を変更または消すには

1 停止中にリピートボタンを押す

2 B/bでプログラムを選び、決定ボタ
ンを押す

3 V/v/B/bボタンでプログラム再生し
たいトラックをリストから選び、決
定ボタンを押す

4 続けて再生するトラックを設定したいときは、手順3を繰り返す

トラックが選んだ順に表示されます。

5 再生Hボタンを押す

プログラム再生が始まります。
プログラム再生が終わった後、またはプログラム再生中に停止xボ
タンを押した後でも、再生Hボタンを押せば同じプログラムを再
生します。

1 好きな順に再生する（プログラム再生)の手順1～2を行う
2 手順3で、クリアボタンを使って変更または消したいトラックのプログ
ラム番号まで消す

3 手順3の操作で新しいプログラムを入力する

bB

02 03 04
05 06 07 08
09 10 11 12
13 14 15 16

– – – – – –
– –– – – – – –
– –– – – – – –
– –– – – – – –

01

02 03 04
05 06 07 08
09 10 11 12
13 14 15 16

– – – –
– –– – – – – –
– –– – – – – –
– –– – – – – –

V v B b

01 01

次のページにつ
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順不同に再生する（シャッフル再生） 

シャッフル再生を止めるには

シャッフル再生中にクリアボタンを押します。

ご注意

･ プログラム再生の設定がクリアされていないと、リピートボタンを押してもプログ
ラム設定画面になります。リターンOボタンで前の画面に戻り、シャッフルを選

ぶか、プログラム再生を終了させてから（109ページ）、シャッフル再生を設定し
てください。

本機が自動的にトラックの順番を選んで、
再生します。再生する 順番は、シャッフ
ル再生をするたびに変わります。

1 停止中にリピートボタンを押す

2 B/bでシャッフルを選び、決定ボタ
ンを押す

V/v/B/b

決定ボタン

クリアボタン

リピートボタン

bB

bB
再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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繰り返し再生する（リピート再生） 

リピート再生を止めるには

手順2で「切」を選ぶか、リピート再生中にクリアボタンを押します。

ちょっと一言

･ DATA-CDの場合はもう一度リピートボタンを押して解除します。

ディスクのすべてのタイトルまたはト
ラック、または1つのタイトル/チャプ
ター/トラックを繰り返し再生できます。

1 再生中にリピートボタンを押す

2 リピートボタンまたはB/bを繰り返し押して、リピート再生する項
目を選ぶ

DVD のとき
･ タイトル：再生中のタイトル
･ チャプター：再生中のチャプター

ビデオCD/CDのとき
･ ディスク：すべてのトラック
･ トラック：再生中のトラック

DATA－CD（MP３）のとき
･ トラック：再生中のトラック

リピートボタン

クリアボタン

B/b

または
111再生モードを使う（プログラム/シャッフル/ リピート）
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ブックマークを使う 

DVDの再生を開始したい箇所に「ブッ
クマーク」をつけて、選んだ箇所から再
生を始めることができます。「ブック
マーク」は3箇所までつけることができ
ます。

ビデオCDにブックマークをつけるには
「メニュー切」を選んでください
(124 ページ)。

1 再生中にブックマークボタンを押す

ブックマークアイコンのとなりに
ブックマーク設定（－－－）が表示
されます。

2 B/bを押して、ブックマーク設定の1つを選ぶ

3 ブックマークをつけたいディスクの
シーンで、決定ボタンを押す

選ばれたブックマーク設定は数字に
変わります。（1、2、3）

B/b

決定ボタン

再生Hボタン

クリアボタン

ブックマークボタン
ブックマークを使う
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ブックマークを解除するには

ブックマークボタンを押し、解除したい番号を選んでクリアボタンを押し
ます。

ブックマークメニューを消すには

ブックマークボタンを押します。

ブックマークを設定した箇所から再生を始めるには

ご注意

･ DVDによってはブックマーク機能を使えないことがあります。

1 再生中にブックマークボタンを押す
2 B/bを押して、番号を選び、再生Hボタンを押す
113ブックマークを使う
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音声を切り換える

複数の音声記録方式（ドルビーデジタ
ル、DTS、PCMなど）で記録された
DVDを再生しているときに、音声記録
方式を選ぶことができます。複数の音声
の言語が記録されたDVDでは、言語を
選ぶこともできます。
また、CDやビデオCD再生中は、左右ど
ちらかのチャンネルの音を左右両方のス
ピーカーから出すことができます。カラ
オケのビデオCDでは、伴奏だけを聞く
こともできます。

1 再生中に音声ボタンを押す

2 B/bを繰り返し押して、音声を選ぶ

･ DVD のとき
選べる言語はDVD によって異なります。
音声言語の略称については「DVD音声/字幕言語対応表」（152
ページ）をご覧ください

･ ビデオCD/CDのとき
太字はお買い上げ時の設定です。

ディスクの種類 伴奏のみ再生

カラオケビデオCD 〇

カラオケDVD ×

音声ボタン

B/b

ステレオ 通常のステレオ再生

左 左チャンネルの音（モノラル）

右 右チャンネルの音（モノラル）
音声を切り換える
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バーチャルサラウンドを楽しむ 

設定を解除するには
手順2で「切」を選びます。

ご注意

･ DTS、リニアPCM、MP３の音声ではサラウンド効果は得られません。
･ サラウンドを設定しているときは、つないでいる機器（アンプなど）のサラウンド
の設定は「切」にしてください。
･ より高いサラウンドを得るには、スピーカーはリスニングポジションから距離的に
も環境的にも左右対称になるように設置します。

＊この製品の一部は、デスパー・プロダクツ社のライセンス契約に基づき製造されて
います。Spatializer ®、VBX TMおよび四角に丸のシンボル・マークは、デス
パー・プロダクツ社の登録商標または商標です。

2台のフロントスピーカーのみをつない
でいるとき、バーチャルサラウンド機能
を使うと、リアスピーカーがなくても実
在するフロントスピーカー（L、R）の
音から創られた仮想サラウンドが楽しめ
ます。

1 再生中にサラウンドボタンを押す

2 サラウンドボタンを繰り返し押し、「入」を選ぶ

サラウンドボタン
115バーチャルサラウンドを楽しむ
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MP3音声を再生する

データCD（CD-ROM、CD-R、CD-
RW）に記録されているMP3（MPEG 1 
Audio Layer 3）音声を再生できます。

1 Zを押してディスクトレイを開け、
データCDを置き、Zを押してディ
スクトレイを閉じる

MP3音声とJPEG画像の両方のデー
タを記録しているデータCDの場合、
メディアタイプ選択画面が表示され
ます。
MP３音声データのみ記録している
データCDの場合はMP３メニューが
表示されます。その場合は、手順３
へ進んでください。

Zボタン

V/v/B/b
決定ボタン

再生Hボタン

リターンOボタン

リピートボタン

前/次./>
ボタン

トップメニュー
ボタン

停止xボタン
MP3音声を再生する
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その他の操作

ご注意

･ アルバム/トラック名一覧はアルファベットまたは数字のみ表示できます。それ以
外の文字は「＊」で表示されます。最大10文字まで表示できます。
･ 本機はID3タグを表示できません。

2 V/vで「MP３」を選び、決定ボタ
ンを押す
メディアタイプを選んだまま、決定
ボタンを押さないと、選択されてい
るメディアが自動的に再生されます。

3 V/vまたは前/次./>ボタンで再生したいトラックを選び、決
定ボタンを押す

再生が始まります。
再生中のトラック/アルバム名は （音符マーク）が表示されます。

4 アルバムを変えるにはリターンO

ボタンを押す

5 V/vで再生したいアルバムを選び、
決定ボタンを押す

アルバムの中に含まれる、トラック
の一覧が表示されます。

こんなときは 操作

次のページまたは前のページを
表示する

bまたはBを押す

１つ前の画面に戻る リターンOボタンを押す

画面表示を消す 停止xボタンを押して再生を止めて、リ
ターンOボタンを繰り返し押す

メディアタイプ選択画面に戻る 停止xボタンを2回押してからトップメ
ニューボタンを押す

次のページにつ
117MP3音声を再生する
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MP3音声について
本機はCD-ROMまたはCD-R/CD-RWディスク（データCD）に記録された
MP3音声を再生することができます。
ディスクはISO9660のレベル1/レベル2/Joliet準拠で記録されたものが再生
可能です。本機ではマルチセッションで記録したディスクも再生できます。
記録方式について詳しくはCD-R/CD-RWドライブまたは書き込み用ソフト
ウェアの取扱説明書をご覧ください。

マルチセッションディスク再生時のご注意

MP3音声がディスクの最初のセッションに記録されているときは、その他
のセッションのMP3音声も再生します。
音楽用CDフォーマットまたはビデオCDフォーマットの音声や画像が最初の
セッションに記録されているときは、最初のセッションだけを再生します。

ご注意

･ 本機はビットレート128kbps、サンプリング周波数44.1kHzで作成されたMP3音
声に対応しています。それ以外の数値で作成されたMP3音声をご使用になると大
きな雑音や音途切れがしたり、スピーカーを損傷する恐れもあります。
･ MP3形式以外のデータに「.MP3」の拡張子をつけると、本機はそれらを再生して
しまい、雑音や故障の原因となります。
･ 本機はMP3PROで記録された音声には対応していません。

MP3音声の再生順序

本機がデータCDに記録されたアルバムやトラック（MP3音声）を認識する
順序は下図のとおりです。
･ ディスク内の構造

ROOT

アルバム

トラック

第2階層 第3階層 第4階層 第5階層第1階層
MP3音声を再生する
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データCDを本機に入れて再生Hボタンを押すと、
1t2t3t4t5t6t7の順序でトラックを再生します。
アルバムがサブアルバムを含んでいるときは、サブアルバムに含まれるト
ラックの再生が優先されます。（例：CはDを含んでいるので5より4が優
先される）
リターンOボタンを押したときに表示されるアルバム一覧(117 ページ)で
は、AtBtCtDtFtGの順でアルバム名が並びます。トラックを
直下に含まないアルバム（例：E）はアルバム一覧に表示されません。

ちょっと一言

･ ディスクにトラックを記録するときは、あらかじめトラック名の頭に数字（01、
02、03など）を入れておくと、その数字の順番に再生することができます。
･ リピートボタンでリピート操作ができます。

ご注意

･ MP3音声を記録した際の書き込み用ソフトウェアによっては上図の順序で再生さ
れないことがあります。
･ ディスクに記録されたアルバムとトラックの合計数が200を超える場合は上図の順
序で再生されないことがあります。
･ ディスクに記録された100番目のアルバムまで本機は認識できます（このときの数
え方は、MP3音声を含まないアルバムも数に入れてアルバムのみを数えます）。
それより後のアルバムは本機では再生できません。
また、100番目までのアルバムのうち、アルバムとその中に含まれるトラックは合
計で200まで本機で再生できます。
･ 多くの階層を持つディスクは再生を始めるのに時間がかかります。また、多くの階
層を持つディスクは再生できないことがあります。
119MP3音声を再生する
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JPEG画像を再生する
データCD（CD-ROM、CD-R、CD-
RW）に記録されているJPEG画像を再
生できます。

1 Zボタンを押してディスクトレイを
開け、データCDを置き、Zボタン
を押してディスクトレイを閉じる

MP3音声とJPEG画像の両方のデー
タを記録しているデータCDの場合、
「メディアタイプ選択」画面が表示
されます。
JPEG画像データのみ記録している
データCDの場合はJPEG画像が表示
されます。その場合は、手順３へ進
んでください。

Zボタン

V/v/B/b
決定ボタン

再生Hボタン

リターンOボタン

リピートボタン

前/次./>
ボタン

停止xボタン

トップメニュー
ボタン

画面表示ボタン

メニューボタン
JPEG画像を再生する
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2 V/vで「JPEG」を選び、決定ボタ
ンを押す

アルバム画面が表示されます。

メディアタイプを選んだまま、決定
ボタンを押さないと、選択されてい
るメディアが自動的に再生されます。

3 前/次./>ボタンを押して前後
のアルバム画面のページを選び、
V/v/B/bで画像を選ぶ

選択した画像を表示するには

1 決定ボタンを押す
選ばれた画像の番号が本機の表
示窓に表示されます。
2 前後の画像に移動するには前/次

./>ボタンを押す

スライドショーを見るには

1 再生Hボタンを押す
スライドショーは決定ボタンで選
択した画像表示画面のメニューか
らも操作できます。詳しくは
「スライドショーを見るには」
（122ページ）をご覧ください。
2 B/bを押してTIMERメニューの
再生スピードを選び決定ボタン
を押す
選んだ画像からスライドショー
が始まります。

TIMERメニュー

メニュー
PHOTO（画像）
番号／総数

次のページにつ
121JPEG画像を再生する
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画像を回転するには

画像をズーム（拡大）するには

スライドショーを見るには

1 V/v/B/bを押してアルバム画面から画像を選び、決定ボタンを押す

2 B/bを押してメニューから を選
び決定ボタンを押す

決定ボタンを押すごとに画像が時計回り
に90°回転します。

1 V/v/B/bを押してアルバム画面から画像を選び、決定ボタンを押す

2 B/bを押してメニューから を選び

決定ボタンを押す

“ ”が表示されます。

3 V/v/B/bで“ ”を画像の拡大したい場所に移動させる

4 決定ボタンを押して拡大の倍率を選ぶ
押すたびに次のように倍率が切り換わります。
2× t 4× t 2× t 拡大なし

1 V/v/B/bを押してアルバム画面から画像を選び、決定ボタンを押す

2 B/bを押してメニューから を選
び、決定ボタンを押す

TIMERメニューが表示されます。

3 B/bを押して再生スピードを選び、決定ボタンを押す

スライドショーが始まります
JPEG画像を再生する
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アルバム画面に戻るには

画像画面で画面表示ボタンを押しメニューを表示します。B/bでメニューか

ら を選び決定ボタンを押します。

メニューボタンを押してもアルバム画面に戻ることができます。
最初のアルバムページに戻るには前.ボタンをくり返し押します。

「メディアタイプ選択」画面に戻るには

停止xボタンを2回押し、トップメニューボタンを押します。

ちょっと一言

･ アルバム画面で画面表示ボタンを押すと、画像の番号／総数を表示・非表示するこ
とができます。
･ 画像画面で画面表示ボタンを押すと、メニュー表示を表示・非表示することができ
ます。

ご注意

･ スライドショーは一方向にのみ再生できます。
･ スライドショー再生中に画像を回転・ズームすることはできません。
･ 回転させた画像で を選ぶとアルバム画面の画像も回転した状態で表示さ
れます。メニューの を操作して画像の向きを直してください。

JPEG画像について
本機はCD-ROMまたはCD-R/CD-RWディスク（データCD）に記録された
JPEG画像を再生することができます。
ディスクはISO9660のレベル1/レベル2/Joliet準拠で記録されたものが再生
可能です。本機ではマルチセッションで記録したディスクも再生できます。
記録方式について詳しくはCD-R/CD-RWドライブまたは書き込み用ソフト
ウェアの取扱説明書をご覧ください。

マルチセッションディスク再生時のご注意

JPEG画像がディスクの最初のセッションに記録されているときは、その他
のセッションのJPEG画像も再生します。
音楽用CDフォーマットまたはビデオCDフォーマットの音声や画像が最初の
セッションに記録されているときは、最初のセッションだけを再生します。

ご注意

･ 本機は「.JPG」または「.JPEG」の拡張子のついたデータのみ対応しています。
･ CD-RまたはCD-RWのフォーマット形式によって、本機で再生できないディスクが
あります。
･ JPEG形式以外のデータに「.JPG」または「.JPEG」の拡張子をつけると、本機は
それらのデータを正しく認識しません。認識しないデータは黒い画面として表示さ
れます。
･ ディスクによって再生までに時間がかかることがあります。
123JPEG画像を再生する
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「メニュー 入/切」機能を使ってビデオ
CDを再生する

テレビ画面に表示される選択用のメ
ニューにしたがって、再生や検索ができ
ます（Playback Control―PBC機能）。
「メニュー 入」機能はPBC機能です。

1 再生または停止中にメニューボタンを押し、「メニュー 入」を選ぶ

選択用のメニュー画面が表示されます。

2 メニュー画面で行いたい（再生したい）項目の番号をV/vまたは数
字ボタンで選び、決定ボタンを押す

V/v

決定ボタン

数字ボタン

リターンOボタン

再生Hボタン

メニューボタン

または
「メニュー 入/切」機能を使ってビデオCDを再生する
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選択用のメニュー画面に戻るには

リターンOボタンを押します。

「メニュー 切」機能を使って再生するには

メニューボタンを押して「メニュー 切」を選んでください。「メニュー 切」
を選ぶと通常の再生（トラック番号順に再生）が始まります。このとき、選
択用のメニューなどの静止画は再生できません。
「メニュー 入」機能に戻すには、メニューボタンを押して「メニュー 入」
を選んでください。

ご注意

･ ディスクによっては手順3で決定ボタンを押すことを「選択ボタンを押す」と表示
するものがあります。そのときは、再生Hボタンを押してください。

3 テレビ画面に表示される選択用のメニュー画面などにしたがって、
操作する

操作の方法はディスクによって異なることがあります。ディスク付
属の説明書もあわせてご覧ください。
125「メニュー 入/切」機能を使ってビデオCDを再生する
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DVDの設定と調整
音声に関する設定（音声設定）

再生するときの音の設定を、再生や接続
などの条件に合わせて設定します。

1 DVDが停止中に設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （DVD初期設定）
を選び、決定ボタンを押す

「DVD初期設定」メニューが表示さ
れます。

3 V/vで「音声設定」を選び、決定ボ
タンを押す

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

リターンOボタン
音声に関する設定（音声設定）
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づく
設定項目

･ ドルビーデジタル
ドルビーデジタル信号のデジタル出力方式を選びます。
太字はお買い上げ時の設定です。

･ DTS
DTS信号をデジタル出力するかしないかを選びます。
太字はお買い上げ時の設定です。

4 V/vで「ドルビーデジタル」「DTS」「オーディオDRC」の中から、
設定したい項目を選ぶ

5 B/bでさらに設定項目を選び、リターンOボタンを押す

6 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

ダウンミックス
PCM

ドルビーデジタルデコーダーを内蔵していないオー
ディオ機器を接続しているときに選ぶ。

ドルビーデジタル ドルビーデジタルデコーダー内蔵のオーディオ機器
を接続しているときに選ぶ

切 DTSデコーダーを内蔵していないオーディオ機器を
接続したときに選ぶ

入 DTSデコーダー内蔵のオーディオ機器を接続してい
るときに選ぶ

次のページにつ
127音声に関する設定（音声設定）
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･ オーディオDRC（Dynamic
ダイナミック

 Range
レンジ

 Control
コントロール

）
DVDの音量を下げて聞くときに、小さい音までよく聞こえるようにします。
オーディオDRCに対応のDVDにのみ効果があります。
この機能は、次の端子からの出力に効果があります。
- LINE OUT AUDIO L/R（音声左右出力）端子
-「ドルビーデジタル」を「ダウンミックスPCM」に設定したときの
DIGITAL AUDIO OUT OPTICALおよびCOAXIAL（デジタル音声出力/光
および同軸）端子
太字はお買い上げ時の設定です。

ご注意

･ 設定した音声信号の出力方式に対応していない機器を接続していると、音が出な
かったり異音が出て耳に悪影響を及ぼしたり、スピーカーを破損したりすることが
あります。

スタンダード 通常はこの設定にする

テレビ 小さい音までよく聞こえるようにする
音声に関する設定（音声設定）
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づく
画像に関する設定（画面設定）

再生するときの画像の設定を、再生や接
続などの条件に合わせて設定します。

1 DVDが停止中に設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （DVD初期設定）

を選び、決定ボタンを押す

「DVD初期設定」メニューが表示さ
れます。

3 V/vで「画面設定」を選び、決定ボ
タンを押す

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

リターンO

ボタン

次のページにつ
129画像に関する設定（画面設定）
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設定項目
TVタイプ

接続するテレビの画面の種類（ワイドテレビまたは従来の4：3画面テレビ）
を設定します。
太字はお買い上げ時の設定です。

4 V/vで「TVタイプ」「明るさ調整」「DVD出力端子」の中から、設
定したい項目を選ぶ

5 B/bでさらに設定項目を選び、リターンOボタンを押す

6 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

4:3
レターボックス

4:3画面のテレビとつなぐとき。ワイド画像は横
長のまま表示し、画面の上下は黒く表示する

4:3
パンスキャン

4:3画面のテレビとつなぐとき。ワイド画像は映
像の左右を自動的にカットしてテレビ画面全体
に表示する

16:9 ワイドテレビまたは、ワイドモードのあるテレ
ビとつなぐとき

4:3レターボックス 4:3パンスキャン 16:9
画像に関する設定（画面設定）
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明るさ調整

DVD再生中の画面のコントラストを強めることによる画面の明るさ調整を
設定します。
太字はお買い上げ時の設定です。

DVD出力端子

テレビと接続するS-VIDEO OUT（S映像出力）端子、COMPONENT 
VIDEO OUT（コンポーネント映像出力）端子、D2 OUT（D2映像出力）端
子の種類を設定します。
太字はお買い上げ時の設定です。

ちょっと一言

･ COMPONENT VIDEO OUT（コンポーネント映像出力）端子またはD2 OUT（D2

映像出力）端子からの出力信号の種類を選ぶことができます。ディスク停止中に本
体前面のプログレッシブボタンを押すと、プログレッシブ方式が選ばれ、プログ
レッシブ表示が青色に点灯します。プログレッシブ方式に対応している機器と接続
しているときはプログレッシブ信号を選んでください。
プログレッシブ方式に対応していない標準の機器（インターレース方式に対応）と
接続しているときはディスク停止中にプログレッシブボタンを押してプログレッシ
ブ表示を消灯してください。

ご注意

･ S-VIDEO OUT（S映像出力）端子、COMPONENT VIDEO OUT（コンポーネント
映像出力）端子、D2 OUT（D2映像出力）端子を用いた接続はDVDプレーヤー
のみ対応しています。
･ プログレッシブ方式に対応していない機器と接続しているときにプログレッシブ方
式を選ぶと、映像の画質が劣化することがあります。ディスク停止中にプログレッ
シブボタンを押してプログレッシブ表示を消灯してください。
･ プログレッシブ信号はS-VIDEO OUT（S映像出力）端子から出力することはでき
ません。「DVD出力端子」を「S-映像」に設定しているときでもプログレッシブ表
示を点灯させた場合には、COMPONENT VIDEO OUT（コンポーネント映像出
力）端子またはD2 OUT（D2映像出力）端子からの出力に切り換わります。
･ あらかじめ再生条件がディスクに設定されているものがあります。その場合はディ
スクの情報が有効になります。
･ ディスクにパンスキャンの情報がない場合は、「TVタイプ」で「4:3パンスキャン」
を選択してもパンスキャンにはなりません。

入 コントラストを強める

切 コントラスト強調を使わない

S-映像 本機背面のS-VIDEO OUT（S映像出力）端子を
用いてテレビとつなぐとき

コンポーネント/D2 本機背面のCOMPONENT VIDEO OUT（コン
ポーネント映像出力）端子またはD2 OUT（D2
映像出力）端子を用いてテレビとつなぐとき
131画像に関する設定（画面設定）
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表示言語や音声言語の設定（言語設定）

画面や音声の言語を設定します。

1 DVDが停止中に設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （DVD初期設定）を
選び、決定ボタンを押す

「DVD初期設定」画面が表示され
ます。

3 V/vで「DVDメニュー言語」「音声言語」「字幕言語」の中から、
設定したい項目を選び、決定ボタンを押す

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

リターンOボ

タン
表示言語や音声言語の設定（言語設定）
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ちょっと一言

･「DVDメニュー言語」「音声言語」「字幕言語」で
「その他」を選んだときは、その他の言語を選択
するメニューが表示されます。V/vで設定したい

言語を選び、決定ボタンを押してください。

ご注意

･「DVDメニュー言語」「音声言語」「字幕言語」で選んだ言語がディスクに記録され
ていないときは、DVDに記録されている言語のいずれかが選ばれます。
･ あらかじめ再生条件がディスクに設定されているものがあります。その場合はディ
スクの情報が有効になります。
･ DVDの再生を行った後で、「DVDメニュー言語」の設定を変更した場合、設定の変
更を有効にするにはZボタンを押し、ディスクトレイを開閉させてからDVDの再生

をしてください。

4 V/vで設定したい言語を選び、決定
ボタンを押す

･ DVDメニュー言語
ディスクのメニューの言語を切り
換えます。

･ 音声言語
音声の言語を切り換えます。
「オリジナル」を選ぶと、ディス
ク内で優先されている言語が選ば
れます。

･ 字幕言語
字幕の言語を切り換えます。

5 リターンボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。
133表示言語や音声言語の設定（言語設定）
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視聴制限―設定する

DVDには、地域ごとに設けられたレベ
ル（見る人の年齢など）によって、シー
ンの視聴を制限できるものがあります。
視聴制限機能を使うと、この視聴制限レ
ベルを設定することができます。

1 DVDが停止中に設定ボタンを押す

「メインメニュー」が表示されます。

2 V/v/B/bで （DVD初期設定）を
選び、決定ボタンを押す

「DVD初期設定」メニューが表示さ
れます。

V/v/B/b

決定ボタン

設定ボタン

数字ボタン

リターンOボタン

再生Hボタン
視聴制限―設定する
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づく
3 V/vで「視聴制限」を選び、決定ボ
タンを押す

4 bで「はい」を選ぶ

･ 暗証番号が登録されていないとき
暗証番号登録の画面が表示されま
す。
数字ボタンで4桁の暗証番号を入
力する。

暗証番号確認の画面が出ます。

･ 暗証番号がすでに登録されている
とき
暗証番号入力の画面が出ます。
数字ボタンで4桁の暗証番号を入
力する。

5 V/vで「レベル設定」を選び、決定
ボタンを押す

視聴制限のレベル設定変更の画面が
表示されます。

次のページにつ
135視聴制限―設定する
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視聴制限を解除するときは

手順4で「視聴制限使用」を「いいえ」にします。

視聴制限―再生する

ご注意

･ 視聴制限機能がないDVDは、本機で視聴制限をしても再生は制限できません。

暗証番号を変更するには

暗証番号を忘れてしまったときは

6 V/vで制限するレベルを選び、決定
ボタンを押す

視聴年齢制限の設定が終了します。
レベルの数字が小さいほど制限が厳
しくなります。

7 リターンOボタンを繰り返し押し、設定画面を消す

V/v/B/bで「メインメニュー」の （終了）を選び、決定ボタン

を押して、メニューを消すこともできます。

1 ディスクを入れて、再生Hボタンを押す

視聴制限の暗証番号入力画面が表示されます。

2 数字ボタンで4桁の暗証番号を入力し、決定ボタンを押す
再生が始まります。

1 手順4で「暗証番号変更」を選び、決定ボタンを押す
暗証番号入力の画面が表示されます。

2 数字ボタンで4桁の新しい暗証番号を入力する
3 確認のため、数字ボタンでもう一度暗証番号を入力する

1 ディスクを取り出す
2 本機前面のmボタンとMボタンを同時に5秒間押す

「reset ok」と画面に表示されます。

3 本機の電源を切る
暗証番号が解除されていますので、134ページの手順１からもう一度操
作を行ってください。
視聴制限―設定する
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暗証番号を間違えたときは
クリアボタンを押し、初めから入力しなおします。

前の画面に戻るには
リターンOボタンを押します。

ご注意

･ 暗証番号は3回間違えると先の操作に進めません。
137視聴制限―設定する
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その他
故障かな？と思ったら

修理に出す前に、もう1度点検してください。それでも正常に動作しないときは、お買
い上げ店またはソニーサービス窓口にお問い合わせください。
接続・操作・故障に関するお問い合わせは、お客様ご相談センターにご相談ください。

電源

表示

リモコン

カセット（ビデオ部）

症状 処置

電源が入らない。 ･ 電源プラグをコンセントからはずす。約1分後、もう一度コン
セントに電源プラグを差し込み、電源を入れる。

症状 処置

本機の表示窓に「－－：－
－」表示が点灯している。

･ 時計を合わせる（43 ページ）。
･ 停電で時計が止まっている。時計を合わせ直す（43 ページ）。

本機の表示窓に「－－－－
－」表示が点灯している。

･ 本機をディスク操作モードに切り換えているとき、ディスクが
入っていない。

症状 処置

リモコンが働かない。 ･ 乾電池が消耗している（26 ページ）。
･ 乾電池が入っていない（26 ページ）。
･ 本体の電源を入れる。
･ リモコンと本体との間に障害物がある。
･ リモコンと本体との距離が離れている。
･ 本体のリモコン受光部に向けて操作していない。
･ 操作したい機器にあわせてリモコンを切り換える（28 ペー
ジ）。
･ リモコンモードが合っているかどうか確認する。

症状 処置

カセットが入らない。 ･ 電源プラグをコンセントに差し込む。
･ テープの見える面を上にして入れる。
･ 他のカセットが入っている。Zボタンを押して取り出す。
故障かな？と思ったら
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画像（ビデオ部）

音声（ビデオ部）

症状 処置

ビデオの画像が映らない。 ･ 本機およびテレビの入力および出力を正しく設定する（29 
ページ）。
･ メニューが出ている。リターンOボタンを繰り返し押して消す。

･ 予約画面が出ている。リターンOボタンを繰り返し押す。

･ テープに何も記録されていない。

再生した画像がチラつく、
汚い。

･ トラッキングがずれている。トラッキング+/–ボタンで調整する
（96 ページ）。
･ ビデオヘッドが汚れている。別売りのソニーのクリーニングカ
セットでヘッドをクリーニングする（9 ページ）。
･ テープに傷がある。

ビデオで受信しているテ
レビ放送が映らない

･ アンテナやテレビを正しくつなぐ（15 ページ）。
･ メインメニューの「チャンネル設定」を選び、チャンネルを合
わせる（47 ページ）。
･ 外部入力になっている。チャンネル+/–ボタンを押して、テレ
ビのチャンネルを表示させる。

ビデオで受信しているテ
レビ放送の画像が汚い。

･ 電波が弱い。別売りアンテナブースターで電波を増幅する。
･ アンテナの向きを調節する。
･ 画像を微調整する（55 ページ）。
･ 本機とテレビを離して設置する。
･ 本機から離してアンテナ線をたばねる。

テレビのチャンネルを変
えられない。

･ 本機およびテレビの入力および出力を正しく設定する（29 
ページ）
･ アンテナ線を正しく接続する（16 ページ）。接続が終わった
ら、かんたん設定をする（31 ページ）。

本機の入力端子につない
だ機器の画像が映らない。

･ チャンネル+/–ボタンを押して、本機の表示窓にLINE IN 1（入
力１）端子につないでいるときは「L1」を、入力2端子につな
いでいるときは「L2」を出す。

本機につないだ他機で再
生･受信している画像がゆ
がむ。

･ DVDプレーヤーやビデオデッキなどで再生しているソフトや、
別売りのチューナーなどで受信している信号に、著作権保護の
ための信号が含まれている。プレーヤーやチューナーなどの機
器を本機からはずして、テレビに直接つなぐ。

早送りや巻き戻しが停止
xボタンを押してもすぐ

に止まらない。

･ 本機がテープを保護し、ゆるやかに停止するため。

症状 処置

再生時に音声が途切れる。 ･ テープに傷がある。

2つの音が混ざって聞こ
える。

･ 音声ボタンを押す。

次のページにつ
139故障かな？と思ったら
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録画・予約・編集（ビデオ部）

表示（ビデオ部）

ステレオ放送または二か
国語放送を録画したテー
プの音声が切り換えられ
ない。

･ モノラル音声が選ばれている。音声ボタンを押してステレオ音
声を選ぶ。
･ モノラルで録画されたテープは、常にモノラル音声になる。
･ 主音声だけで録画されたテープは、常に主音声になる。
･ テレビとビデオをアンテナ線だけでつないでいる。映像・音声
入力端子付きテレビのときは、映像・音声コードもつなぐ。
･ 電波が弱いためモノラルまたは主音声だけで録画されていた。
アンテナの向きを調節するか、別売りのアンテナブースターで
電波を増幅する。

症状 処置

録画zボタンを押すと、

カセットが出てくる。

･ カセットが録画できない状態になっている。録画したいときは
録画できる状態にする（76 ページ）。
･ ツメが折れている。
･ テープが巻き戻されていない。

裏番組録画中、テレビで
チャンネルを変えられ
ない。

･ 本機およびテレビの入力および出力を正しく設定する（29 
ページ）。

予約したのに録画されて
いない。

･ 予約待機中に停電があり、時計が止まったため。時計を合わせ
直す（43 ページ）。
･ 予約したあとで、予約したチャンネルをとばしたため。「チャ
ンネルとばし」で「しない」を選ぶ（53 ページ）。
･ コンセントから電源プラグをはずし、10分以上経過した後に
もう一度コンセントに電源プラグを差し込んだため。

予約した内容が途中で切
れている。

･ 予約録画中に停電が起きて電源が切れたため。
･ 予約が重なっていた（89 ページ）。
･ プロ野球中継など前の番組が延長されたため。

クイックタイマーが途中
で終わっている。

･ クイックタイマー録画中に停電が起きて電源が切れたため。

AVマウスで操作できない。 ･ 本機はCSチューナー等のAVマウスに対応していません。

症状 処置

メニューや画面表示が画
面に出ない。

･ 本機およびテレビの入力および出力を正しく設定する（29 
ページ）。

症状 処置
故障かな？と思ったら
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づく
画像（DVD部）

本機の表示窓の 表示が
点滅する。

･「カセット」表示が点灯するときは、予約待機中で、テープが
終わりまで進んでいるため。テープを巻き戻す。

･ ツメ折れカセットが入っているため。録画可能なカセットを入
れなおす。
･「カセット」表示が出ないときは、予約待機中で、カセットが
入っていない。カセットを入れる。

本機の表示窓のテープカ
ウンターが動かない。

･ 録画されていない部分は動かない。

症状 処置

画像が出ない、乱れる。 ･ 接続コードのプラグをしっかり差しなおす。
･ 接続コードが断線している。
･ テレビの接続を確認し（15 ページ）、テレビの入力を本機の
映像が映るように切り換える。
･ ディスクに汚れや傷がある。
･ 本機の映像出力をビデオデッキを経由してテレビに接続した
り、ビデオ一体型テレビに接続していると、一部のDVDプロ
グラムに使用されているコピープロテクション信号が画質に悪
影響を及ぼす可能性がある。
本機をテレビに直接接続していても画質に問題が生じる場合
は、テレビのS映像入力端子へ接続してみる（65 ページ）。
･ プログレッシブ方式に対応していないテレビとつないでいると
きに、本機をプログレッシブ方式に設定している（プログレッ
シブ表示が青色に点灯している）。本体のプログレッシブボタ
ンを押し、プログレッシブ表示を消灯する。
･ プログレッシブ方式に対応しているテレビでも、プログレッシ
ブに設定すると映像が乱れることがある。本体のプログレッシ
ブボタンを押し、プログレッシブ表示を消灯する。
･ プログレッシブ表示が青色に点灯しているとき、
COMPONENT VIDEO OUT Pr/Y/Pb（コンポーネント映像
出力Pr/Y/Pb）端子またはD2 OUT（D2映像出力）端子を用
いて接続していない、あるいは「画面設定」で「DVD出力端
子」を正しく設定していない。接続（65 ページ）と設定
（131 ページ）を確認する、または本体のプログレッシブボタ
ンを押し、プログレッシブ表示を消灯する。

設定画面の「画面設定」の
「TVタイプ」で設定した画
像の形で再生できない。

･ 画像の形が固定されているディスクを再生している。

症状 処置

カセット表示

次のページにつ
141故障かな？と思ったら
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音声（DVD部）

再生（DVD部）

症状 処置

音が出ない。 ･ 接続コードのプラグをしっかり差しなおす。
･ 接続コードが断線している。
･ アンプの入力端子を間違えている（61 ページ）。
･ アンプの入力切換で本機の音声が出るようにしていない。
･ 一時停止、スロー再生になっている。
･ 早送りまたは早戻しになっている。
･ DIGITAL AUDIO OUT OPTICALおよびCOAXIAL（デジタル
音声出力/光および同軸）端子から音が出ないときは音声設定
を確認する（126 ページ）。

大きなノイズが出る。 ･ CDのDTS音声を再生すると、LINE OUT VIDEO（映像出力）
AUDIO L/R（音声左/右出力）端子からノイズが出る（101 
ページ）。

音が小さい。 ･ DVDによっては、再生時の音量が小さい場合がある。「オー
ディオDRC」を「テレビ」に設定（128 ページ）すると、改
善されることがある。

症状 処置

再生が始まらない。 ･ ディスクが裏返しに入っている。再生面を下にする。
･ ディスクが斜めにずれて入っている。
･ 再生できないディスクを入れている（11 ページ）。
･ 本機で再生できない地域番号のDVDを入れている（10 ページ）。
･ 結露している（8 ページ）。
･ ファイナライズされていないDVD-RやDVD-RW（ビデオモー
ド）、DVD+R、DVD+RW、CD-R、CD-RWを再生しようとし
ている（11 ページ）。

MP3を再生できない。 ･ 次のような音声を再生している（118 ページ）。
ー ISO9660 レベル 1、レベル 2、Joliet に準拠していない

MP3 音声

ー MP3PROで記録された音声

ー 拡張子が「.MP3」以外のMP3音声

ー 拡張子は「.MP3」だが、MP3形式以外のデータ

ー MPEG 1 Audio Layer 3 以外の音声

JPEGを再生できない。 ･ 次のようなファイルを再生している。（123 ページ）
ー ISO9660 レベル 1、レベル 2、Joliet に準拠していない

JPEG ファイル

ー 拡張子が「.JPG」または「.JPEG」以外の JPEG ファイル

ー 拡張子は「.JPG」または「.JPEG」だが、JPEG 形式以外

のデータ

アルバム/トラック名が正
しく表示されない。

･ 本機で表示できる文字はアルファベットと数字のみ。それ以外
の文字は「＊」で表示される。

再生がディスクの最初か
ら始まらない。

･ プログラムまたはシャッフル、リピート再生になっている
（108、 110、111ページ）。
･ つづき再生になっている（101 ページ）。
･ 自動的にメニュー画面が表示されるディスクを入れている。
故障かな？と思ったら
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再生が自動的に始まる。 ･ 自動的に再生が始まるディスクを入れている。

再生が自動的に止まる。 ･ オートポーズ信号が記録されているディスクを再生すると、
オートポーズ信号のところで自動的に再生が止まる。

ストップ、スキャン、ス
ロー、リピート再生、
シャッフル再生、プログ
ラム再生などの操作がで
きない。

･ 操作を禁止しているディスクを再生している。ディスクに付属
の説明書もあわせて見る。

音声言語を変更できない。 ･ リモコンのボタンで直接操作する代わりに、DVDメニューか
ら操作する（104 ページ）。
･ 再生しているDVDに複数の音声言語が記録されていない。
･ 音声言語の切り換えを禁止しているDVDを再生している。

字幕を変更できない、ま
たは消すことができない。

･ リモコンのボタンで直接操作する代わりに、DVDメニューか
ら操作する。（104 ページ）
･ 再生しているDVDに複数の字幕が記録されていない。
･ 字幕の変更又は消す事を禁止しているDVDを再生している。

アングルを変更して見る
ことができない。

･ リモコンのボタンで直接操作する代わりに、DVDメニューか
ら操作する。（104 ページ）
･ 再生しているDVDに複数のアングルが記録されていない。
･ アングルの変更を禁止しているDVDを再生している。

正常に動作しない。 ･ 静電気などの影響で正常に動作しなくなったときは、本体電源
を抜いて、再び電源を入れる。

症状 処置
143故障かな？と思ったら
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保証書とアフター
サービス

本機は日本国内専用です。電源電圧や放送規
格の異なる海外ではお使いになれません。

保証書
･ この製品には保証書が添付されていますの
で、お買い上げの際にお買い上げ店でお受
け取りください。
･ 所定事項の記入および記載内容をお確かめ
のうえ、大切に保存してください。
･ 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを

「故障かな？と思ったら」の項を参考にして、
故障かどうかを点検してください。

それでも具合の悪いときはサービスへ

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談
窓口のご案内」にあるお近くのソニーサービ
ス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は

保証書の記載内容に基づいて修理させていた
だきます。詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は

修理によって機能が維持できる場合は、ご要
望により有料修理させていただきます。

部品の保有期間について

当社ではビデオデッキの補修用性能部品（製
品の機能を維持するために必要な部品）を製
造打ち切り後最低8年間保有しています。こ
の部品保有期間を修理可能期間とさせていた
だきます。保有期間が経過した後も、故障箇
所によっては修理可能の場合がありますの
で、お買い上げ店か、サービス窓口にご相談
ください。

部品の交換について

この製品は、修理の際に交換した部品を再
生、再利用する場合があります。その際、交
換した部品は回収させていただきます。

ご相談になるときは、次のことをお知らせく
ださい。
● 型名：SLV-D505P/SLV-D303P
● 故障の状態：できるだけ詳しく
● 再生していたディスクのタイトル名：
● 再生していたディスクの種類（DVDビデ
オ、DVD-RW、DVD-Rなど）：
● つないでいるテレビやアンプのメーカー
と型名：
● 購入年月日：
● お買い上げ店：

お客様ご相談センターのご案内
製品の品質には万全を期しておりますが、万
一、故障などの不具合が生じた場合や、接続
や操作の方法がわからない場合は、まず、裏
表紙のお客様ご相談センターにお問い合わせ
ください。また、製品に対するご意見など
も、お気軽にお寄せください。よりよい製品
作りに生かしていきたいと考えております。
あらかじめ以下のことをお調べいただくと、
対応が円滑に進むこともあります。
お手数をおかけしますが、ご協力をお願いい
たします。

●型名： SLV-D505P/SLV-D303P
●ビデオテープの種類： 

長さ（30、60、90、120、180など）
●再生していたディスクのタイトル名
●再生していたディスクの種類（DVDビデ
オ、DVD-RW、DVD-Rなど）
●つないでいるテレビやアンプのメーカーと
型名
●接続しているアンテナ：

VHF/UHF、VHF/UHF/BS混合、
CATV

今後とも、ソニー製品をご愛用くださいます
ようお願い申し上げます。
保証書とアフターサービス
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主な仕様

システム（DVD部）
信号方式：JEITA標準、NTSCカラー方式

音声特性
周波数特性
DVD VIDEO（PCM 96 kHz再生時）：
2 Hz～44 kHz（±1.0dB）／DVD 
VIDEO（PCM 48 kHz再生時）：2 Hz～
22 kHz（±0.5dB）／CD：2 Hz～20 
kHz（±0.5 dB）
信号対雑音比（S/N比）
115 dB（LINE OUT AUDIO L/R 
(1、2）端子のみ）
全高調波ひずみ率
0.003 %
ダイナミックレンジ
DVD VIDEO：103 dB／CD：99 dB
ワウ・フラッター
測定限界（±0.001% W PEAK）以下

システム（ビデオ部）
録画方式
回転2ヘッドヘリカルスキャンFM方式
ハイファイ録音方式
回転2ヘッドハイファイステレオ方式
（VHS従来音声トラックはモノラル録音）
映像信号
NTSCカラー、EIA標準方式
テープ速度
33.35mm/秒（標準（SP））、
11.12mm/秒（3倍（EP））
使用可能テープ
VHS方式のビデオカセットテープ
最大録画時間
3倍： 6時間（T-120使用時）
巻き戻し時間
1分以内（T-120使用時）
受信チャンネル
VHF：1～12チャンネル
UHF：13～62チャンネル
CATV：C13～C63チャンネル

入・出力端子
アンテナ入出力
VHF/UHF1軸、
75ΩＦ型コネクター
映像入力
入力1/入力2の2系統、
ピンジャック、
1Vp-p（75Ω不平衡）
映像出力
出力/D映像出力/S映像出力の3系統、
ピンジャック、
1Vp-p（75Ω不平衡）
D端子、
Y：1.0Vp-p、CB、CR：0.7Vp-p（75Ω

不平衡）
４ピンミニDIN、
輝度信号：1.0Vp-p（75Ω不平衡）
色信号：0.286Vp-p（75Ω不平衡）
音声入力
入力1/入力2の2系統、
ピンジャック（左、右）
入力レベル：327mVrms
（入力インピーダンス：47kΩ以上）
音声出力
出力/デジタル音声出力（光/同軸）の
3系統、
ピンジャック（左、右）、
出力レベル：327mVrms
（出力インピーダンス：10kΩ以下）
光出力コネクター
出力レベル：-18dBm（発光波長
660nm）
ピンジャック（同軸）
0.5Vp-p（75Ω不平衡）

次のページにつづ
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電源部・その他
電源部
AC100V、50/60Hz
消費電力
21W
待機時消費電力

3.2W＊

＊省エネ法に定める計算式による待機時
消費電力値を示す。

時計方式
クォーツクロック、
12時間デジタル表示
停電補償時間
10分
許容動作温度
5℃ ～ 40℃
許容保存温度
－20℃ ～ 60℃
最大外形寸法
SLV-D505P：
幅 430×高さ 95×奥行き 303mm
（最大突起含む）
SLV-D303P：
幅 430×高さ 95×奥行き 295mm
（最大突起含む）
本体質量
約 4.0kg
付属リモコン
SLV-D505P：RMT-V502B
SLV-D303P：RMT-V502A
電源：DC 3V
単3形（R6）乾電池2個付属
付属品
14ページ参照

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく
変更することがありますが、ご了承ください。
主な仕様
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づく
各部のなまえ

各部の説明は（  ）内のページをご覧ください。

本体

前面

A 電源スイッチ
B ディスクトレイ（99）
C A（開/閉）ボタン（99）
D カセット挿入口（68）
E A（取出し）ボタン（69）
F セレクトDVD/VIDEOボタン（28）

G 映像/音声左（モノ）/右入力２端子＊1

（94）

H チャンネル+/–ボタン＊2（29）

I ダイヤル予約録画つまみ＊3（84）

J リモコン受光部（27）
K 表示窓（69）（99）

L 録画zボタン（73）
M m（巻戻し）/M（早送り）ボタ
ン（69）（100）

N x（停止）ボタン（69）（100）
O X（一時停止）ボタン（69）（100）
P H（再生）ボタン（69）（100）
Q プログレッシブボタン/ランプ（67）

＊1ふたがついています。

＊2チャンネル+ボタンには凸点（突起）が付
いています。操作の目印としてお使いく
ださい。

＊3SLV-D505Pのみ

SLV-D505P

SLV-D303P

次のページにつ
147各部のなまえ
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本体表示窓

A DVD表示（29）
B ディスク表示（99）
C DATE（日付）表示（84）
D カセット表示（69）
E VCR（ビデオ）表示（29）
F タイマー表示（79）

G 録画表示（74）
H STEREO（ステレオ）表示
I 経過時間/現在時刻/現在状況表示
（69）（99）

J SURR（サラウンド）表示（115）
K DTS表示（127）
各部のなまえ
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づく
後面

DVD部およびVCR部

A RF OUT（TO TV）端子（16）
B RF IN（FROM ANT.）端子（16）
C LINE OUT VIDEO（映像出力）
AUDIO L/R（音声左/右出力）端子
（22）

D LINE IN 1 VIDEO（映像入力１）/
AUDIO L/R（音声左/右入力1）端
子（22）

E 電源コード（25）

DVD部のみ

F LINE OUT AUDIO L/R（音声左/右
出力）端子（65）

G COMPONENT VIDEO OUT Pr/Y/
Pb（コンポーネント映像出力Pr/Y/
Pb）端子（66）

H D2 OUT（D2映像出力）端子（67）
I S-VIDEO OUT（S映像出力）端子
（65）

J DIGITAL AUDIO OUT/OPTICAL
（デジタル音声出力/光）端子（65）

K DIGITAL AUDIO OUT/COAXIAL
（デジタル音声出力/同軸）端子
（65）

次のページにつ
149各部のなまえ
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リモコン A TV/DVD・VIDEOスイッチ（27）
B Zボタン（69）（99）
[DVD]開/閉ボタン
[ビデオ]カセット取出しボタン

C Gコードボタン＊1（81）
D セレクトDVD/VIDEOボタン（28）

E 数字ボタン＊2（27）
F クリアボタン（72）（79）（82）
G サラウンドボタン（115）
H 設定ボタン（32）
I 字幕/タイマー予約ボタン（77）
（107）
[DVD]字幕ボタン
[ビデオ]タイマー予約ボタン

J 音声ボタン＊2（91）（114）
K ブックマーク/サーチメニューボタン
（92）（112）
[DVD]ブックマークボタン
[ビデオ]サーチメニューボタン

L リピート/リプレイボタン（69）
（109）
[DVD]リピートボタン
[ビデオ]リプレイボタン

M CM早送りCボタン（69）（70）
（100）
[ビデオ]CM早送りCボタン
[DVD]コマ送りCボタン

N 録画zボタン（74）

O 再生Hボタン＊2（69）（99）
P V/v/B/b（32）
Q 画面表示ボタン（75）（102）
R トップメニューボタン（104）

＊1SLV-D505Pのみ
＊2凸点（突起）が付いています（数字ボタ
ンは「５」のみ）。操作の目印としてお使
いください。
各部のなまえ
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S 電源スイッチ（27）

T チャンネル/トラッキング+/–ボタン＊1

（48）（74）（96）
U 音量+/–ボタン（27）

V 決定ボタン＊2（32）
W 消音/ズームボタン（27）（105）
[ソニー製テレビのみ]消音ボタン
[DVD]ズームボタン
[ビデオ]機能なし

X 標準/3倍ボタン（74）
Y 入力切換ボタン（78）
Z アングルボタン（106）
wj テレビ/ビデオボタン（30）
wk スキャン/スローy m/Mボタン 
（70）（100）
[DVD]
スキャン（早戻し）mボタン 
スキャン（早送り）Mボタン 
スローyボタン
[ビデオ]
巻戻しmボタン
早送りMボタン 
スローyボタン 

wl シャトル前/次./>ボタン
（70）（100）
[DVD]
前.ボタン 
次>ボタン
[ビデオ]
シャトル./>ボタン

e; 一時停止Xボタン（69）（100）
ea 停止xボタン（69）（100）

es 決定ボタン＊2（32）
ed リターンOボタン（33）
ef メニューボタン（104）

＊1凸点（突起）が付いています。操作の目
印としてお使いください。
＊2No.22と32の決定ボタンは同じ操作が可
能です。
151各部のなまえ



152
DVD音声/字幕言語対応表

詳しくは102ページ、107ページまたは114ページをご覧ください。

略称 言語

ARA アラビア語

CHI 中国語

CRO クロアチア語

CZK チェコ語

DAN デンマーク語

DEU ドイツ語

ESP スペイン語

FIN フィンランド語

FRA フランス語

GRE ギリシア語

HUN ハンガリー語

IDN インドネシア語

IND ヒンディー語

ISL アイスランド語

ITA イタリア語

IWR ヘブライ語

KOR 韓国語

MAL マレー語

NLD オランダ語

NOR ノルウェー語

POL ポーランド語

POR ポルトガル語

RUS ロシア語

SVE スウェーデン語

THA タイ語

TUR トルコ語

VIE ベトナム語

ZAF アフリカーンス語
DVD音声/字幕言語対応表
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の
他

づく
用語解説

インターレース（飛び越し走査）
（131 ページ）

映像の1フレーム（コマ）を2つの
フィールド画像で半分ずつ表示する方式
で、従来のテレビの表示方式。奇数
フィールドでは奇数番号の走査線、偶数
フィールドでは偶数番号の走査線を交互
に表示するようになっている。

タイトル（102 ページ）

DVDに記録されている映像や曲のいち
ばん大きな単位。通常は映像ソフトでは
映画1作品、音楽ソフトではアルバム1
枚（または1曲）にあたる。

チャプター（102 ページ）

DVDに記録されている映像や曲の区切
りで、タイトルよりも小さい単位。1つ
のタイトルはいくつかのチャプターで構
成される。チャプターが記録されていな
いディスクもある。

トラック（102 ページ）

ビデオCD、CDに記録されている映像や
曲の区切り（1曲分）。

ドルビーサラウンド（プロロジッ
ク）（61 ページ）

ドルビーラボラトリーズ社がサラウンド
音声のために開発した音声信号の処理技
術。入力信号にサラウンド信号があると
き、プロロジック処理をして、フロン
ト、センター、リアに信号を出力する。
リアチャンネルはモノラルになる。

ドルビーデジタル（61 ページ）

ドルビーラボラトリーズ社の開発した音
声のデジタル圧縮技術。5.1チャンネ
ル・サラウンドに対応している。リア
チャンネルはステレオになり、サブウー
ファーチャンネルは独立して出力され
る。映画館の立体音響システム「ドル
ビーデジタル」と同様の高水準のデジタ
ル音声を5.1チャンネルで楽しむことが
できる。全チャンネルが完全に分離した
状態で記録されるのでチャンネル間セパ
レーションが良く、すべてデジタルで受
け渡しされるので劣化しにくいという特
長がある。

プログレッシブ（順次走査）（67 
ページおよび131 ページ）

映像の1フレーム（コマ）を2つの
フィールド画像で半分ずつ表示するイン
ターレース方式に対して、1フレームを
1つの画像で表示する方式。従来のイン
ターレース方式が1秒を30フレーム
（60フィールド）で構成するのに対し
て、はじめから、1秒を60フレームで構
成する。
本機は525プログレッシブ（525p）方
式に対応。

次のページにつ
153用語解説
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D映像信号（67 ページおよび131 
ページ）

D端子付きデジタルテレビと1本のケー
ブルで簡単にコンポーネント映像信号を
接続できるため、より高画質な画像とな
る。D端子には対応する信号フォーマッ
トによってD1、D2、D3、D4端子があ
り、本機はD2端子とつなげることがで
きる。
D2端子：525i（480i）と525p
（480p）の信号*

* iはインターレース、pはプログレッシブの
略。カッコ内の数字は有効走査線数で数え
たときの別称。

DTS（127 ページ）

デジタルシアターシステムズ社の開発し
た音声のデジタル圧縮技術。5.1チャン
ネル・サラウンドに対応している。リア
チャンネルはステレオになり、サブウー
ファーチャンネルは独立して出力され
る。高水準のデジタル音声を5.1チャン
ネルで楽しむことができる。
全チャンネルが完全に分離した状態で記
録されるのでチャンネル間セパレーショ
ンが良く、すべてデジタルで受け渡しさ
れるので劣化しにくいという特長がある。

DVDビデオ（10 ページ）

CDと同じ直径で最大8時間までの動画
が記録できるディスク。

片面1層で4.7GB（Giga
ギガ

 Byte
バイト

）とCDの
7倍の情報が記録でき、片面2層で
8.5GB、両面1層では9.4GB、両面2層
では17GBが記録できる。
画像の記録はデジタル圧縮技術の世界標

準規格のひとつ、「MPEG
エムペグ

2」を採用し、
映像データを約1/40（平均）に圧縮し
て記録する。また画像の状態に合わせて
割り当てる情報量を変化させる可変レー
ト符号化技術も採用されている。音声情
報はPCMの他、ドルビーデジタルを用
いて記録でき、より臨場感のある音声が
楽しめる。
またマルチアングル、マルチランゲー
ジ、視聴年齢制限などさまざまな付加機
能も用意され、より高度な楽しみかたが
できる。

DVD-RW（10 ページ）

DVD-RWは、DVDビデオと同じサイズ
で、記録や書き換えることができるディ
スク。DVD-RWには、ビデオモード、
VRモードという2つの記録モードがある。
ビデオモードは、DVDビデオフォーマッ
トと互換性があるモード。
VR（ビデオレコーディング）モードは、
ビデオモードではできない様々な編集や
録画が可能。

DVD+RW（10 ページ）

DVD+RWは、DVDビデオと同じサイズ
で、記録や書き換えることができるディ
スク。
DVD+RWは、DVDビデオフォーマット
と互換性のとれる記録方式を採用して
いる。
用語解説
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